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きたそらち農協総代決まる

水稲直播研究会　は種作業

管内小学校へ　食育教材を贈呈

地区担当体制のご紹介
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　今年も田植えの時期を迎え、一已地区を皮切りに各地区で田植え
がスタートした。5月18日には、(株)ラルズとホクレン主催の「田
植え体験ツアー」が深川市で開催され、札幌市の親子など12組35
名が参加した。
　今年度の管内作付面積は、うるち米ともち米合わせて約9,700ha
となっている。このまま好天が続き昨年の分を取り戻せることを願
い、地域一丸となって作業した。

JAきたそらちでは、ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！ ぜひ、ご覧ください！

～目　次～

ホームページ Facebook

昼食時には深川産「ななつぼし」が用意され、

自分たちで握ったおにぎりを味わった 田植え体験を楽しむ親子

参加者はぬかる足元に苦戦しながらも、1時

間ほど田植えを楽しんだ
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　４月23日から約2週間にわたり、管内各支所で水稲育苗巡回を実施した。今年は全体で715戸の水稲

育苗ハウスを巡回し、担当職員が苗の草丈などの生育状況やハウス内の保温、灌水方式、今後の育苗管理

について確認した。

　巡回した職員は、「昨年や一昨年に比べると、今年は苗の障害がほとんど見られず、育苗も平年並みに

順調。日中と夜の寒暖差によりハウス内の温度管理は難しいと思うが、焼け苗や霜に注意し天候や気温に

合わせた育苗管理を継続してほしい」などアドバイスした。

販売部販売部

水稲育苗巡回を実施

　5月9日から18日にかけ、水稲

直播研究会（五十嵐幸男会長、会

員36戸）による今年度の直播は種

作業が行われた。「水稲直播」は米

の種籾を直接圃場には種する栽培

方法で、労力と育苗経費の削減に

繋がる。今年度は、同会オペレー

ター 2名とJA職員が8条用の専用

は種機を使い、「ななつぼし」や「え

みまる」など5品種を約79haの

面積に作付した。

　担当の米穀課職員は、「天候が良

く気温も高く推移しているため、

作業は順調に進んでいる。このま

ま好天が続けば収量に期待が持て

る」と話す。

【米穀課　松田】

水稲直播研究会　は種作業水稲直播研究会　は種作業
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一季成り苺「けんたろう」一季成り苺「けんたろう」の出荷開始の出荷開始
　５月８日、春の訪れを感じさせる

一季成り苺「けんたろう」の出荷が

始まった。

　この日は納内地区の尾郷勝さんよ

り粒の大きいＤＸという規格を中心

に20パックが出荷された。

　今後は徐々に出荷数量も増え、約

4,000パックの販売を見込み、道

内市場を中心に６月下旬まで出荷が

続く。

【青果課　川本】

　4月22日、深川特産「ねばり長芋」

の定植作業が始まった。

　きたそらち長いも生産組合（馬木

逸男組合長、９戸）の(株)きはらふ

ぁーむ（メム地区）では、トレンチ

ャー作業を22日、植付作業を23

日に開始し、トレンチャーで１ｍ程

の深さまで掘った溝に、手作業で等

間隔に種芋を一つひとつ並べた。

　同生産組合では今年度、約4haに

作付し、約１万１千ケース、約４千

３百万円の売り上げを見込む。収穫

は10月下旬から始まり、11月上旬

には毎年恒例の「ねばり長芋即売会」

を予定している。

【青果課　川本】

青果部青果部
深川特産
「ねばり長芋」の定植作業開始
深川特産
「ねばり長芋」の定植作業開始
深川特産
「ねばり長芋」の定植作業開始
深川特産
「ねばり長芋」の定植作業開始

一季成り苺「けんたろう」一季成り苺「けんたろう」の出荷開始の出荷開始
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農業
振興部
農業
振興部

　当ＪＡは管内小学校10校に、JAバンクが制作した食育教材「農業とわたしたちの

くらし」を贈呈した。この教材は、農業や食、環境、またそれらに関わる経済活動など

をイラストや写真、グラフでわかりやすく表現しており、次世代を担う子どもたちに農

業への理解を深めてもらおうと、平成20年から毎年継続して贈呈を行っている。

 今年は5月7日に柏木孝文組合長が深川市立北新小学校を訪問し、同校5年生に教材本20冊とDVD

を贈った。教材を受け取った同校の山田禎史校長は、「田植え体験学習などJAにはいつもお世話になっ

ている。農業に興味を持っている児童も多いので、ありがたく活用させていただきます」と感謝を述べた。

【営農企画課　石野】

管内小学校へ　食育教材を贈呈

　4月23日、拓殖大学北海道短期大学にて「北育ち元気塾」の第２回研修会が行われ、元気塾生６名

が出席した。

　同大農学ビジネス学科の岡田佳菜子准教授より「水田土壌と水稲肥料の基礎」について、同学科の岩

谷豊教授から「土壌断面調査」についての実習と講義を受け、水田土壌の特徴や土壌断面調査の方法を

学んだ。塾生は実際に手に土を取り、水田土壌の硬度などを確かめた。

　空知農業改良普及センターの職員からは、「水稲育苗管理の基礎」について講習を受け、育苗管理の

要点や葉数の数え方などを学んだ。

【営農企画課　石野】

「北育ち元気塾」　第２回研修会を開催
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　5月９日、イチヤン支所協和会（松田隆夫会長、会員9５名）は東川町の「キトウシ高原ホテル」で花見

を開催し、会員４７名が参加した。

　桜が見ごろを迎えた「キトウシ森林公園」で散策を楽しみ、新緑を眺めながら温泉で心と体をリフレッシ

ュした。会食では、仮装カラオケで盛り上がり、７月に予定している研修旅行の話題に花を咲かせた。

【融資課　小松】

　4月24日、平成31年度 共済推進大会が開催され、全部署から役職員123名が参加した。

　開会にあたり、柏木孝文組合長は「職員が一致団結し、『組合員、地域住民のために』という気持ちを共有

しながら、今年度の目標に向かって進んでほしい。一斉推進では、『何かあったときのJA』ということを組

合員の皆様にお伝えし、契約の増加に向けた推進を」と挨拶し、続けて来賓のJA共済連北海道 平建志 岩見

沢支所長は「組合員の高齢化や担い手不足という厳しい農業情勢を考えると、この先、共済の新契約をどこ

まで伸ばすか、また広域市場でどのように戦っていくかがポイントになる。数ある保険会社の中からJAブ

ランドを選んでいただけるよう、本年度もJA職員、共済連一丸となって頑張っていきましょう」と激励した。

　大会では目標必達だるまの入瞳式が行われた後、金融共済部渉外課 上埜祐輝係が目標達成に向けた力強い

決意表明を行い、全職員が一致団結して推進活動を展開していく事を誓い合った。

　今年度の推進は、5月30日の納内地区を皮切りに行われる。

イチヤン支所協和会
花見を実施

平成31年度 共済推進大会を開催平成31年度 共済推進大会を開催

金　融
共済部
金　融
共済部
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音江支所 年金友の会 総会開催音江支所 年金友の会 総会開催

　組合員の生涯にわたって近くにある存在のJAであるた

めに、当JAでは「優秀な人財をつくり優秀な人財を育て

確保すること」と「今後のJAをよりよくするための仲間

づくり」を目的に、4月より中核人財養成塾として「サム

ライ塾」を開講した。

　自らの意思で名乗りを上げた7名を第1期生と

して迎え、4月12日の開講式では柏木組合長、岩

田専務より激励を受け、当日は外部研修の一つで

ある石田邦雄氏による講義を受講。また第4回で

は最善を追求する働き方・生き方の第一歩として

“人間力”を磨くきっかけ作りを目的に、高知県に

あるネッツトヨタ南国（ビスタワークス研究所）

にて学習した。同塾の講義は1年かけて実施する。

【人事課　中川】

（ⓒよい食P）

　4月25日、深川支所年金友の会（金谷義雄会長、会員597名）

が第40回定期総会を開催し、会員58名が出席した。

　金谷会長による挨拶に引き続き、来賓の山﨑武則メム地区代表

理事が昨年度におけるJA管内の農業概況を説明し、また日頃の

JA事業の利用に対するお礼を述べた。議事では金谷会長を議長に

選出し30年度事業報告や31年度事業計画について審議し全て原案通り承認された。

　続いて、深川市高齢者支援課による「腰痛を予防するためにできること」と題した講演が行われ、会員

は腰痛が起こる原因や腰痛にならない生活習慣について学び、椅子に座りながらできる認知症予防の体操

も体験した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【金融共済深川支所　大島】

塾生名簿
金融共済部融資課　小松　　努　金融共済深川支所　江郷　逸人

総務部総務経理課　山田　雄樹　農業振興部振興課　谷内　健二

販売部農産課　　　森島　直樹　青果部青果課　　　川本　雄太

経済部雨竜資材課　田中　大治

金　融
共済部
金　融
共済部深川支所 年金友の会 総会開催深川支所 年金友の会 総会開催

【会長】正田　貞雄　【副会長】篠原　有、髙　健一

※会長および副会長のみ記載

　4月8日、音江支所年金友の会（正田貞雄会長、会員452名）は

第30回総会を開催し、会員32名が出席した。

　正田会長による開会挨拶に続き、来賓の近藤育志音江地区代表理

事が昨年度におけるJA管内の農業概況を説明し、また日頃のJA事

業の利用に対するお礼を述べた。議事では正田会長を議長に選出し、30年度事業報告、31年度事業計画、

役員改選について審議し全て原案通り承認された。

　また、総会前には深川市高齢者支援課による「高齢期の食事・運動講座」が行われ、健康に向けた食事

の摂り方や、実際に身体を動かしながら運動方法を学んだ。

　なお、新役員については以下の通り。

【金融共済音江支所　梅村】

中核人財養成塾

「サムライ塾」開講
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「
サ
ム
ラ
イ
塾
」
の
開
講
に
際
し
て

　
去
る
４
月
12
日
、
貴
Ｊ
Ａ
の
職
員
研
修

の
一
環
と
し
て｢

サ
ム
ラ
イ
塾
」
が
開
講

し
、
私
も
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　｢
サ
ム
ラ
イ
塾
」
と
は
い
か
に
も
い
か

め
し
く
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

逆
に
企
画
を
す
る
者
の｢

何
と
か
組
織
風

土
を
前
向
き
に
変
え
た
い｣

と
す
る
気
概

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

そ
こ
で
私
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
２
時
間

ほ
ど
。
メ
イ
ン
の
タ
イ
ト
ル
を｢

７
人
の

サ
ム
ラ
イ
に
期
待
し
て
」、
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に｢

組
織
を
変
え
る
、
職
場
を
変
え
る
、

自
分
を
変
え
る
」
を
据
え
お
話
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
７
人
の
メ
ン
バ
ー
は

塾
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
自
主
的
に
手
を
あ

げ
ら
れ
た
方
々
と
か
。
講
義
中
に
も
自
ら

学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
、
講

義
を
す
る
私
に
と
っ
て
も
非
常
に
心
地
の

よ
い
時
間
帯
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ

の
７
人
の
サ
ム
ラ
イ
達
が
核
と
な
り
、Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
改
革
は
も
と
よ
り
、
組

合
員
で
あ
る
農
業
者
の
方
々
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
、
更

に
経
営
理
念
に
も
あ
る
よ
う
に
地
域
へ
の

貢
献
に
結
び
つ
く…

そ
ん
な
善
循
環
の
構

図
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
と
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
今
回
は
そ
こ
で
語
っ
た
こ
と

に
関
連
し
た
内
容
で
話
し
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
先
月
か
ら
30
年
ほ

ど
続
い
た
元
号
で
あ
る
平
成
が
令
和
に
変

わ
り
ま
し
た
。
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
中

小
企
業
診
断
士
と
し
て
看
板
を
掲
げ
独
立

し
た
の
が
昭
和
が
平
成
へ
と
改
元
し
た
ま

さ
に
そ
の
年
で
し
た
。
そ
う
し
た
意
味
で

は
私
自
身
は｢

平
成
に
育
て
ら
れ
た｣

と
い

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
令
和
と
い
う
新

時
代
に
期
待
し
つ
つ
も
（
実
は
今
上
天
皇

と
誕
生
日
が
同
じ
私
な
の
で
す
）
ど
こ
か

で
寂
し
さ
を
感
じ
る
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
30
年
あ
ま
り
の
間
、
お
陰
さ
ま
で

随
分
と
多
く
の
団
体
や
企
業
と
関
わ
り
を

持
た
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
主
に
は
人
や
組

織
に
関
連
し
て
の
お
付
き
合
い
に
な
る
の

で
す
が
、
ど
こ
に
お
い
て
も
大
な
り
小
な

り
と
か
く
あ
り
が
ち
な
の
が
、｢

何
か
職
場

で
満
足
が
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た｣

と

す
る
と｢

組
織
が
悪
い｣｢

あ
の
上
司
が｣

な

ど
と
い
う
よ
う
に
〝
原
因
を
外
に
求
め
が

ち
〞
に
な
る
傾
向
が
あ
る
も
の
で
す
。
で

も
ど
う
で
し
ょ
う
？
私
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
か
ら
い
え
ば
、「
ま
ず
は
自
分
が
変
わ

る
こ
と｣…

こ
れ
が
問
題
解
決
に
向
け
た

出
発
点
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
こ
う
し
た
不
満
の
元
は｢

〜
し
て

く
れ
な
い｣

の
意
識
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま

す
。
即
ち
、
う
ま
く
事
が
運
ば
な
い
原
因

は
自
分
で
は
な
く
周
囲
や
外
に
あ
る
わ
け

で
す
。
と
な
る
と
、
そ
う
し
た
他
者
な
り

が
原
因
を
払
拭
し
て
く
れ
な
い
限
り｢

不

満
が
不
満
を
生
む｣

と
い
う
心
の
悪
循
環

の
構
造
に
陥
る
の
が
一
般
的
で
す
。
も
し

あ
な
た
が
そ
う
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
と

し
た
ら
、
少
し
そ
こ
で
立
ち
止
ま
り
自
省

し
て
み
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
ん
な
風
に
視

点
を
変
え
て
考
え
て
み
る
の
が
組
織
の
為

に
も
、
あ
な
た
自
身
の
為
に
も
有
効
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は｢

そ
ん
な
中
で
自

分
に
何
が
出
来
る
か
？｣

で
す
。
こ
う
し

た
考
え
方
を｢

問
題
意
識｣

と
い
い
ま
す
。｢

自
分
の
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い｣…

そ
の
状
況
が
同
じ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、

こ
の
よ
う
に
か
た
や｢

不
満｣

、
か
た
や｢

問
題
意
識｣

へ
と
二
分
さ
れ
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
そ
ん
な
時
の
あ
な
た
は
ど
ち
ら

に
属
す
る
と
思
い
ま
す
か
？
今
回
の
サ
ブ

テ
ー
マ
は
そ
う
し
た
意
味
で｢

逆
も
真
な

り｣

と
い
う
こ
と
で
、
あ
え
て
先
述
し
た

表
現
に
し
た
次
第
で
す
。「
７
人
の
サ
ム

ラ
イ
に
は
誇
り
を
持
ち
、
ぜ
ひ
そ
の
役
割

を
担
っ
て
欲
し
い｣

と
期
待
し
て
や
み
ま

せ
ん
。
そ
の
為
に
も
こ
ん
な
言
葉
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　｢

成
功
の
反
対
は
失
敗
で
は
な
く
学
ば

な
い
こ
と
だ｣

と
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第２回第２回

【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を結び、人を育む」など多数。
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地区担当体制のご紹介
　JAでは、組合員と共に地域農業を振興し、より良い JA運営に向けて、全部門職員による地
区担当体制を整備しました。
　今後、全戸巡回等を通じて組合員一人ひとりとの情報交換・ビジョンの共有を図ってまいりま
すので、よろしくお願いします。
　つきましては、本年度の地区担当体制をご紹介いたします。※各班長は☆印を表記

音江地区（5営農組合）　4班体制

菊丘・音江東・内園

【２列目左より】 
　岡部慎一郎　　　係（渉外課）
　畠山倫太朗　　　係（資材課）

【１列目左より】
　谷藤　葉子　　　係（金融共済音江支所）
　三浦　智子　　主査（米穀課）

【枠外上より】
☆小野寺栄治　　課長（深川支所営農課）
　山田　雄樹　　主査（総務経理課）　

音江中央 1

【２列目左より】 
　高野あゆみ　　　係（金融共済音江支所）
　松本　大輝　　　係（深川支所営農課）
　堀　　了予　　主査（青果課）

【１列目左より】
☆本田　幸永　　課長（金融共済音江支所）
　斉藤　　基　　課長（農産課）
　髙橋　直行　　課長（資材課）

音江中央 2

【２列目左より】 
　森島　美希　　　係（共済課）　
　梅村　大輔　　　係（金融共済音江支所）

【１列目左より】
　河原　秀昌　　課長（青果課）
　遠藤　茂夫　　所長（燃料課音江給油所）

【枠外上より】
☆吉田　拓哉　　主査（米穀課）
　石野　泰誠　　　係（営農企画課）

音江西

【２列目左より】 
　木島　弘美　　主査（青果課）
　森島　直樹　　主査（農産課）

【１列目左より】
　蓑口　悦子　　　係（金融共済音江支所）
☆越智　順哉　調査役（資材推進課）
　佐藤　義幸　　課長（総務経理課）

【枠外】
　松田　和弥　　　係（米穀課）　
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一已地区（6営農組合）　4班体制

一已第１（一部）、一已第２

【２列目左より】 
　大西　崇之　　　係（車両機械課）
　伊藤　信一　調査役（共済課）

【１列目左より】
　佐々木美香　　主査（渉外課）
☆秋山　眞輝　　課長（振興課）

【枠外上より】
　中野　智晴　　主査（米穀課）
　松原　健太　　　係（畜産課）　

一已第１（一部）、一已第３

【２列目左より】 
　武田　恵理　　主査（青果課）
　上田　由香　　主査（貯金課）

【１列目左より】
☆小野寺修一　　課長（渉外課）
　谷口　　満　　主査（資材推進課）
　鈴木　友也　　　係（深川支所深川米穀施設課）

【枠外】
　蓑口　達矢　　主査（畜産課）　

一已第４、一已第６（一部）

【２列目左より】 
　中村　哲也　　　係（資材課）
　山崎　　栞　　　係（畜産課）
　青山　慶生　　　係（融資課）

【１列目左より】　
　山田　慈章　　主査（渉外課）
☆畑中　聖人　　課長（畜産課）
　佐野　雄平　　主査（振興課）

【枠外】
　阿部　孝司　　所長（燃料課イチヤン給油所）

一已第５、一已第６（一部）

【２列目左より】 
　荒井　悠志　　　係（深川支所営農課）
　葛西　鉱哉　　　係（畜産課）
　植田　隼斗　　　係（青果課）

【１列目左より】
　正田　佳子　　主査（資材推進課）
☆渡辺　康貴　考査役（深川支所営農課）
　小松　　努　　主査（融資課）

メム地区（5営農組合）　3班体制

北東・芽生

【２列目左より】 
　辻　　聖也　　　係（農産課）
　佐藤美代子　　主査（金融共済深川支所）
　山崎江利子　　主査（資材課）

【１列目左より】
　江郷　逸人　　主査（金融共済深川支所）
☆上月　　洋　調査役（深川支所営農課）
　廣田　　淳　　課長（人事課）
　

南区・芽生（南菊水）

【２列目左より】 
　佐々木佑香　　　係（金融共済深川支所）
　土永　美幸　　主査（資材課）

【１列目左より】
　小島　和也　　　係（深川支所深川米穀施設課）
☆川田　博行　　課長（米穀課）
　大島　幸男　調査役（金融共済深川支所）

【２列目左より】 
　浅沼　清枝　　　係（金融共済深川支所）
　古川　和也　　　係（営農企画課）

【１列目左より )
　中村　敦洋　　　係（資材推進課）
☆鷲尾　公敏　　課長（金融共済深川支所）
　川本　雄太　　主査（青果課）

【枠外】
　田湯　幹也　　所長（燃料課深川給油所）

北菊水・巴
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多度志地区（2営農組合）　3班体制

多度志南（多度志、東、湯内）

【２列目左より】 
　三品　正則　　主査（青果課）
　松本　好人　工場長（多度志自動車整備工場）

【１列目左より】　
　中橋芙弥子　　　係（深川支所営農課）
☆池田　光宏　考査役（深川支所営農課）
　茂泉真由美　　主査（金融共済多度志支所）

【枠外】
　小石川　正　　　係（総務経理課）

多度志南（第一）、多度志北（宇摩、幌成）

【左より】 
　加賀美政俊　調査役（資材推進課）
☆松本　定幸　　課長（金融共済多度志支所）
　渡部　翔也　　　係（農産課）

【枠外上より】
　谷内　健二　　主査（振興課）
　安藤　理沙　　　係（渉外課）
　

多度志北（幌成、鷹泊）

【２列目左より】 
　中村　　元　　　係（金融共済多度志支所）
　齊藤　綾華　　　係（金融共済多度志支所）

【１列目左より】
　小野　裕之　　　係（畜産課）
☆丸岡　章一　　課長（営農企画課）
　三宅　　創　　主査（農産課）

【枠外】
　中村　　勇　　所長（燃料課多度志給油所）

納内地区（1営農組合）　2班体制

納内（１区、北央、成南、北成）

【２列目左より】 
　村山　愉香　　主査（農産課）　
☆宇野　誠一　考査役（深川支所営農課）

【１列目左より】
　平山　直樹　調査役（金融共済納内支所）
　若林　浩勝　　課長（共済課）
　千葉　智広　　　係（資材推進課）

納内（ときわ、東豊、中央）

【２列目左より】 
　飯沼　美智子　主査（青果課）
　上埜　祐輝　　　係（渉外課）

【１列目左より】
　岡林　良幸　　課長（深川支所深川米穀施設課）
☆小笠原　清　　課長（金融共済納内支所）
　一戸　栄治　　主査（営農企画課）

【枠外】
　竹田　　浩　　所長（燃料課納内給油所）
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西

【２列目左より】 
　松本　拓馬　　　係（青果課）
　玉置　将督　　　係（金融共済雨竜支所）
　伊藤　勝成　　　係（雨竜支所営農課）

【１列目左より】　
　谷内たつ枝　　　係（総務経理課）
☆田中　正之　　課長（雨竜資材課）
　須見　隆広　　　係（燃料課）

中央

【２列目左より】 
　玉置　将督　　　係（金融共済雨竜支所）
　藤本　　篤　　　係（雨竜支所営農課）

【１列目左より】
　中川　大樹　調査役（人事課）
　相原　明治　　主査（青果課）
☆田中　正之　　課長（雨竜資材課）

本牧

【２列目左より】 
　浅沼　昭博　　主査（青果課）　
　盛本　隆一　　課長（監査室）
　田中　大治　　主査（雨竜資材課）

【１列目左より】　
　白川　敬哲　　　係（資材課）
☆長谷川正治　　課長（金融共済雨竜支所）
　斉藤　直寛　　主査（雨竜支所営農課）

雨竜地区（6営農組合）　6班体制

南盛

【２列目左より】 
　堀口　敦暉　　　係（雨竜支所営農課）
　高瀬　伸一　　主査（金融共済雨竜支所）
　菊入　　誠　支所長（雨竜支所）

【１列目左より】
　菅井　智乙　　主査（米穀課）
☆中川　留美　　主査（雨竜資材課）
　荒川　美和　　　係（青果課）

東栄

【２列目左より】 
　小田嶋祐冴　　　係（雨竜資材課）
　高瀬　伸一　　主査（金融共済雨竜支所）

【１列目左より】
　広瀬　　努　　主査（青果課）
☆高木　真樹　　課長（雨竜支所営農課）
　

北友

【２列目左より】 
　田中　大治　　主査（雨竜資材課）
　米倉　　亮　　主査（雨竜支所営農課）

【１列目左より】
　内村　奈緒　　　係（青果課）
☆長谷川正治　　課長（金融共済雨竜支所）
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幌加内地区（4営農組合）　3班体制

南幌・幌中（一部）

【左より】 
　清原　桂子　　主査（幌加内資材課）
☆楠木　貴博　　主査（幌加内支所営農課）
　麻生　浩伸　　　係（金融共済幌加内支所）

【枠外上より】
　嶺岸　智也　　　係（幌加内支所営農課）
　前田　義則　　所長（燃料課幌加内給油所）
　

幌中（一部）・幌里（一部）

【２列目左より】 
　前田みゆき　課長（金融共済幌加内支所）
　岩本貴誉恵　主査（幌加内支所営農課）

【１列目左より】
　前野　尚弘　　課長（幌加内資材課）
☆墓田　準也　　主査（幌加内支所営農課）

【枠外】
　大久保佐代未　主査（金融共済幌加内支所）

【２列目左より】 
　齋藤　悠介　　　係（金融共済幌加内支所）
　三上　妙子　　主査（金融共済幌加内支所）
　白川　　航　　　係（総合企画室）

【１列目左より】
　宮田　光利　工場長（幌加内農機自動車整備工場）
☆荒田　勇次　　課長（幌加内支所営農課）
　小野　　斉　考査役（農産課）　

北竜地区（10営農組合）　4班体制

碧水・岩村

【２列目左より】 
　高栄　政輝　　　係（北竜支所営農課）
　滝谷　佳子　　主査（金融共済北竜支所）

【１列目左より】　
　古木　亮裕　　　係（金融共済北竜支所）
☆川本　知弘　　課長（北竜支所営農課）
　田中　嘉浩　　主査（北竜資材課）

恵北・美葉牛・古作

【２列目左より】 
　伊藤あゆみ　　主査（北竜支所営農課）
　阿部　龍弥　　　係（雨竜資材課）

【１列目左より】
☆太田　久志　　課長（金融共済北竜支所）
　渡辺　　巌　調査役（北竜支所営農課）

【枠外】
　山田　雅典　　　係（北竜支所営農課）

板谷・和

【２列目左より】 
　松本　成悟　　所長（燃料課北竜給油所）
　平山　幸子　　　係（北竜資材課）
　高橋　麻美　　　係（金融共済北竜支所）

【１列目左より】
　斉藤　利満　　主査（青果課）
☆松井　修司課長補佐（金融共済北竜支所）
　渡辺　拓也　　主査（北竜支所営農課）

西川・三谷・恵竜

【２列目左より】 
　北島　亜美　　　係（金融共済北竜支所）
　西村　弘美　　主査（金融共済北竜支所）
　墓田真知子　調査役（営農企画課）

【１列目左より】　
　薄木　康弘　調査役（総合企画室）
☆武田　裕二　　課長（北竜資材課）
　中原　　淳　　主査（北竜支所営農課）

幌里（一部）・北幌
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金融共済部 貯金課からのお知らせ
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●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
『
変
革
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』
に
お
い
て
、

本
所
機
能
を
営
農
セ
ン
タ
ー
に

集
約
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た

い
。
支
所
金
融
店
舗
の
あ
り
方

も
含
め
。

●
本
所
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
早
急
な
整
備

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
本
所
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
営
農
と

金
融
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
を

目
指
す
こ
と
と
し
、
営
農
セ
ン

タ
ー
周
辺
に
集
約
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

各
支
所
の
建
物
も
、
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
ま
た
将
来
に
向

け
て
は
事
業
収
支
も
低
下
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

単
に
集
約
を
図
る
こ
と
で
解
消

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
組
合

員
の
利
便
性
を
極
力
落
と
さ
な

い
よ
う
、
総
合
事
業
と
し
て
維

持
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
検

討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。た
だ
し
、

組
合
員
数
の
減
少
も
想
定
さ
れ

る
中
、
将
来
に
遊
休
施
設
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
協
議
致
し

ま
す
。

●
第
６
次
農
業
振
興
計
画
期
間

（
Ｈ
29
年
〜
Ｈ
30
年
）
の
「
新
規

就
農
者
及
び
担
い
手
確
保
」
の

実
績
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
平
成
29
年
度
の
実
績
と
致
し

ま
し
て
、
経
営
継
承
・
独
立
就

農
１
名
、
雇
用
就
農
10
名
、
農

業
体
験
実
習
３
名
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
実
績
と
致
し
ま
し
て
、
経

営
継
承
・
独
立
就
農
２
名
、
雇

用
就
農
１
名
、
農
業
体
験
実
習

７
名
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
担
い
手
の
育
成
確
保
の
取

り
組
み
と
致
し
ま
し
て
、
新
農

業
人
フ
ェ
ア
、
農
大
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
、
移
住
定
住
フ
ェ
ア

等
積
極
的
参
加
に
よ
り
農
業
に

人
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り

と
受
入
体
制
の
整
備
を
継
続
し

て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
『
変
革
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』に
お
い
て【
日

本一の
米
産
地
】
水
稲
作
付
１
０
，

０
０
０
ha
を
中
心
と
し
た
「
き

た
そ
ら
ち
農
業
の
確
立
」
を
掲

げ
て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
向

け
て
は
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
新

規
・
更
新
の
支
援
策
が
需
要
と

考
え
る
の
で
検
討
頂
き
た
い
。

●
水
張
面
積
の
維
持
を
図
る
た

め
に
は
、
水
稲
ハ
ウ
ス
に
対
す

る
何
ら
か
の
支
援
は
必
要
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
他
、
直
播
栽

培
の
普
及
拡
大
等
も
一
つ
の
手

法
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

全
体
で
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

賦
課
金
基
準
の
見
直
し
等
も
踏

ま
え
、
第
７
次
農
業
振
興
計
画

策
定
を
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
近
年
農
薬
の
管
理
体
制
が「
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
」
で
区
分
さ
れ
て

い
る
事
が
多
い
。Ｊ
Ａ
と
し
て
生

産
履
歴
と
一
体
と
な
っ
た
「
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
」
管
理
の
取
り
進

め
を
考
え
て
い
る
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
は
、
作
用
機

構
分
類
を
示
す
コ
ー
ド
と
し
て
、

薬
剤
抵
抗
性
を
発
達
さ
せ
な
い

よ
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
を

行
う
た
め
に
区
分
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
生
産
履
歴
に
つ
て
は
、
農
薬

の
登
録
や
使
用
回
数
な
ど
決
め

ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い
て
適
切

に
生
産
活
動
（
生
産
工
程
管
理
）

を
行
っ
た
内
容
を
記
帳
し
、
消

費
者
や
取
引
先
に
対
し
て
安
全
・

安
心
を
提
供
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド
と
生
産
履
歴
の
趣
旨
は
異
な

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
適
切

で
効
果
的
な
農
薬
の
使
用
を
進

め
る
観
点
か
ら
、Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
関
係

部
署
と
連
携
し
今
後
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
の
生
産
履
歴

シ
ス
テ
ム
で
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
シ
ス
テ

ム
の
内
容
、
履
歴
の
記
帳
方
法

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、提
出
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
）
等
に
よ
り
難
し
い
内
容

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。

●
令
和
元
年
度
設
置
計
画
の「
Ｒ

Ｔ
Ｋ
基
地
局
」
に
つ
い
て
、
多

数
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で

一
括
回
答
致
し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
に
つ
い
て
は
、

衛
生
を
利
用
し
た
測
位
シ
ス
テ

ム
の
精
度
を
誤
差
数
セ
ン
チ
程

度
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

技
術
で
あ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

自
動
操
舵
等
に
活
用
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
以
前
か
ら
基
地
局
の
設
置
等

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

関
心
の
高
ま
り
や
、
ホ
ク
レ
ン

が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
の
利
用

に
よ
り
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
協
と
し

て
基
地
局
の
設
置
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。

　
基
地
局
の
設
置
位
置
に
つ
い

て
は
、
精
度
の
安
定
を
考
え
た

場
合
半
径
20
㎞
程
度
の
範
囲
が

望
ま
し
い
と
の
こ
と
な
ど
か
ら
、

深
川
、北
竜
、幌
加
内（
２
カ
所
）

の
計
４
カ
所
に
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
使
用
し
て
位
置
情
報
の
補
正

番
号
を
受
け
取
る
こ
と
か
ら
、
利

用
可
能
範
囲
は
携
帯
電
話
の
使

用
が
可
能
な
範
囲
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
末

頃
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
独
自
の「
営

農
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
早
期
構

築
を
お
願
い
し
た
い
。

●
平
成
29
年
度
よ
り
具
体
的
な

導
入
条
件
の
整
備
、
現
状
シ
ス

テ
ム
と
の
関
連
性
等
の
調
査
を

取
り
進
め
て
お
り
、
本
年
度
の

試
験
運
用
を
経
て
令
和
２
年
度

よ
り
現
場
で
の
迅
速
な
営
農
指

導
体
制
を
確
立
で
き
る
本
格
的

運
用
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

●
種
子
法
廃
止
に
伴
っ
た
北
海

道
に
お
け
る
「
条
例
等
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
現
状
把
握
し
て
い

る
範
囲
で
構
わ
な
い
の
で
教
え

て
頂
き
た
い
。

●
平
成
30
年
４
月
に
「
主
要
農

産
物
種
子
法
」
が
廃
止
と
な
り
、

そ
れ
以
降
北
海
道
と
し
て
は「
農

業
・
農
村
振
興
審
議
会
」
の
３

回
の
会
議
を
経
て
「
北
海
道
主

要
農
産
物
等
の
種
子
の
生
産
に

関
す
る
条
例
」
を
平
成
31
年
３

月
６
日
制
定
致
し
ま
し
た
。
　

　
条
例
制
定
の
趣
旨
は
「
北
海

道
は
我
が
国
最
大
の
食
料
供
給

地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
北
海
道
は
国
民
の
食

生
活
を
支
え
る
農
産
物
の
将
来

に
わ
た
っ
て
の
安
定
的
な
供
給

と
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

食
味
や
品
質
、
収
量
な
ど
に
優

れ
た
品
種
の
育
成
、
農
産
物
の

供
給
を
支
え
る
優
良
な
種
子
の

安
定
的
な
生
産
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
現

の
た
め
、稲
・
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
・

小
豆
・
え
ん
ど
う
・
イ
ン
ゲ
ン
・

及
び
そ
ば
と
い
っ
た
農
産
物
の

う
ち
、
普
及
す
べ
き
品
種
を
優

良
品
種
と
し
て
認
定
す
る
制
度

や
安
定
的
な
原
種
及
び
原
原
種

の
生
産
、
当
該
優
良
品
種
の
種

子
が
生
産
さ
れ
る
圃
場
や
生
産

物
の
審
査
、
当
該
優
良
品
種
に

係
る
知
的
財
産
権
の
適
正
な
保

護
を
図
る
こ
と
等
つ
い
て
道
・

品
種
育
成
者
・
種
子
生
産
者
・

関
係
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
に
た
っ
て
、
主
要
農

産
物
等
の
安
定
的
な
供
給
や
品

質
の
確
保
を
実
現
し
、
本
道
の

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
、
本
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
の
農
業
機
械
は

非
常
に
高
額
で
あ
る
。
機
械
導

入
に
伴
う
支
援
等
が
あ
れ
ば
教

え
て
頂
き
た
い
。

●
個
人
へ
の
農
業
機
械
の
支
援

対
策
と
し
て
は
、
平
成
31
年
度

当
初
予
算
「
強
い
農
業
・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金（
地

域
担
い
手
育
成
支
援
タ
イ
プ
）」

が
あ
り
、
現
在
申
請
中
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
補

正
予
算
と
し
て
「
担
い
手
確
保

経
営
強
化
支
援
事
業
」
が
予
算

組
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
８

戸
の
採
択
を
受
け
た
経
過
に
あ

り
ま
す
。
今
後
、
機
械
等
に
関

す
る
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
場

合
は
、
都
度
周
知
を
致
し
ま
す

の
で
、
ポ
イ
ン
ト
等
の
条
件
が

可
能
か
担
当
者
と
相
談
の
上
申

請
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項

に
「
農
業
所
得
の
20
％
増
」
の

目
標
が
あ
っ
た
が
、
当
Ｊ
Ａ
の

「
第
６
次
農
業
振
興
計
画
」
に
お

け
る
数
値
目
標
の
達
成
状
況
を

教
え
て
頂
き
た
い
。

●
第
６
次
農
業
振
興
計
画
（
Ｈ

29
年
〜
Ｈ
31
年
）
に
お
い
て
、

米
穀
に
つ
い
て
は
「
販
売
価
格

10
％
増
」・
農
産
に
つ
い
て
は「
反

収
20
％
増
」・
畜
産
に
つ
い
て
は

「
販
売
額
20
％
増
」・
花
き
に
つ

い
て
は
「
正
品
出
荷
率
10
％
増
」

の
数
値
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
達

成
し
て
い
な
い
事
項
も
あ
り
ま

す
が
、
第
６
次
農
業
振
興
計
画

最
終
年
と
な
る
平
成
31
年
度
、

目
標
達
成
に
向
け
更
な
る
業
務

遂
行
を
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
水
稲
温
湯
消
毒
の
実
績
と
水

稲
温
湯
消
毒
施
設
の
整
備
の
考

え
方
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
温
湯
消
毒
は
、
化
学
農
薬
を

使
用
せ
ず
種
子
を
消
毒
で
き
る

こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
・
低

コ
ス
ト
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
か
ら
近
年
希
望
者
が
急

増
し
、
既
存
の
北
竜
支
所
施
設

で
は
処
理
が
困
難
な
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
農
協
と
し
ま
し
て
も
、
温
湯

消
毒
を
推
進
す
る
方
向
で
あ
り
、

新
規
施
設
の
取
得
な
ど
出
来
る

だ
け
早
期
に
方
向
性
を
お
示
し

す
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
日
本
一
の
米
産
地
を
目
指
す

と
は
、「
量
的
な
も
の
か
」「
質

的
な
も
の
か
」、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
目
指
す
の
か
？

●
当
Ｊ
Ａ
は
、
米
の
生
産
量
全

国
１
位
２
位
を
競
う
米
ど
こ
ろ

北
海
道
に
あ
っ
て
、
北
海
道
米

の
10
％
の
生
産
量
を
担
う
道
内

一
の
米
の
産
地
で
あ
り
、
こ
の

生
産
基
盤
を
ベ
ー
ス
に
、
責
任

産
地
と
し
て
実
需
・
消
費
者
が

求
め
る
安
全
安
心
で
高
品
質
な

お
米
を
安
定
供
給
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
本
一

の
米
産
地
と
は
、
単
に
米
の
生

産
量
一
番
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
は
無
く
、
米
生
産
に
対
す

る
産
地
と
し
て
の
想
い
や
取
り

組
み
姿
勢
も
含
め
、
実
需
・
消

費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る

産
地
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

す
る
も
の
で
す
。

●
２
０
１
９
年
産
米
で
国
は
主

食
米
か
ら
加
工
米
・
備
蓄
米
へ

の
転
換
を
促
す
報
道
が
あ
る
が
、

当
Ｊ
Ａ
の
主
食
米
・
加
工
米
・

備
蓄
米
等
の
生
産
に
対
す
る
考

え
方
は
。

●
２
０
１
９
年
産
米
の
需
給
情

勢
に
つ
い
て
は
、
道
外
主
産
地

を
中
心
に
主
食
用
米
の
生
産
意

欲
が
高
く
需
給
緩
和
の
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
水
省
及

び
全
中
で
は
主
食
用
米
か
ら
非

主
食
用
米
や
加
工
米
、
備
蓄
米

等
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
北
海
道
、
ま

た
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
米
の
需

給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、

加
工
米
や
非
主
食
用
米
を
含
め

た
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推

進
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
方
で
近
年
は
北

海
道
米
の
生
産
量
は
減
少
傾
向

総
合
企
画
室

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
平
成
31
年
３
月
11
日
〜
３
月
19
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
部

●
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に

よ
っ
て
、
小
麦
・
大
豆
調
整
貯

蔵
施
設
の
受
入
に
ど
の
様
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
に
つ
い
て

は
生
受
入
と
い
う
事
も
あ
り
、

品
質
低
下
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
最
大
限
収
穫
適
期
に
あ

わ
せ
た
施
設
運
営
を
実
施
予
定

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
と

同
様
の
施
設
運
営
で
は
規
制
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
施
設
休
日
の
設
定
、
職
員
配

置
の
再
考
、
外
部
委
託
の
強
化

等
を
複
合
的
に
勘
案
し
対
応
し

て
参
り
ま
す
。

●
今
年
度
の
主
食
用
米
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
加
工
米

等
へ
取
り
組
み
も
必
要
と
思
う

が
、
業
者
と
の
直
接
取
引
も
視

野
に
入
れ
主
食
米
の
高
値
販
売

を
要
望
す
る
。

●
直
接
販
売
に
つ
い
て
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方

で
系
統
販
売
に
お
け
る
複
数
年

契
約
に
つ
い
て
も
増
加
し
て
お

り
、
安
定
的
な
販
売
先
確
保
に

よ
る
価
格
安
定
に
も
寄
与
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
以
降
も
系
統
・

系
統
外
含
め
生
産
者
手
取
り
の

最
大
化
を
目
指
し
、
販
売
推
進

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
精
米
施
設
が
本
年
度
か
ら
稼

働
す
る
。今
後
の
新
規
市
場
開
拓
、

販
売
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
新
精
米
施
設
稼
働
に
併
せ
、

昨
年
よ
り
道
内
外
の
取
引
先
と

交
渉
を
行
っ
て
お
り
、主
に
ス
ー

パ
ー
等
の
主
食
用
、
外
食
・
中

食
等
の
業
務
用
販
売
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
道
外
販
売
を
含

め
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
流

通
経
費
が
負
担
と
な
る
た
め
、

道
内
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
推

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
に
つ
い
て
、
昨

年
度
よ
り
各
青
果
部
会
単
位
で

取
り
組
ん
で
い
る
経
過
に
あ
る
。

最
終
的
に
第
３
者
認
証
機
関
で

の
認
証
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
）
を
取

得
し
販
売
戦
略
の
一
つ
と
し
て

方
向
性
を
出
す
の
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ

Ｐ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

各
生
産
者
が
改
め
て
作
業
内
容

を
確
認
し
対
策
を
考
え
る
事
で
、

作
業
事
故
や
食
品
事
故
の
リ
ス

ク
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
、Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
指
導
員
の
認
定
を
取
得
し

た
職
員
に
よ
る
巡
回
指
導
を
進

め
、
販
売
戦
略
の
一
つ
と
し
て

認
証
取
得
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
青
果
・
花
き
ハ
ウ
ス
導
入
支

援
対
策
に
つ
い
て
、
既
存
ハ
ウ

ス
更
新
助
成
は
作
付
が
条
件
と

な
り
、
２
棟
程
度
で
あ
れ
ば
秋

に
設
置
し
次
年
度
作
付
が
可
能

で
あ
る
が
、
春
の
設
置
の
場
合
、

当
年
の
作
付
に
間
に
合
わ
な
い
。

１
シ
ー
ズ
ン
の
猶
予
対
策
は
出

来
な
い
か
？
ま
た
、
既
存
更
新

の
助
成
率
は
30
％
以
内
と
な
っ

て
い
る
が
、
50
％
以
内
の
助
成

率
を
要
望
す
る
。

●
既
存
ハ
ウ
ス
更
新
助
成
は
ハ

ウ
ス
設
置
後
、
作
物
の
栽
培
か

ら
収
穫
ま
で
を
基
本
と
し
て
お

り
、
資
材
購
入
後
作
付
け
出
来

な
い
場
合
は
、
次
年
度
の
事
業

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
事
業
内

容
を
ご
理
解
の
上
ご
検
討
願
い

ま
す
。
ま
た
、
助
成
率
に
つ
い

て
は
限
ら
れ
た
予
算
で
振
興
対

策
を
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
雨
竜
育
苗
施
設
で
生
産
さ
れ

る
苗
の
価
格
に
つ
い
て
、
出
来

る
だ
け
値
上
げ
し
な
い
よ
う
に

要
望
す
る
。

●
雨
竜
育
苗
施
設
に
つ
い
て
は
、

園
芸
作
物
の
栽
培
面
積
の
減
少

に
よ
り
受
注
本
数
が
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。
平
成
29
年
に

価
格
改
定
を
致
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
資
材
費
及
び
修
繕
費
、

人
件
費
の
値
上
げ
等
施
設
管
理

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
価

格
の
改
定
を
お
願
い
致
し
ま
し

た
。
今
後
は
コ
ス
ト
削
減
を
徹

底
し
、
少
し
で
も
組
合
員
の
要

望
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

●
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
で
使
用
す

る
農
薬
に
つ
い
て
残
留
が
無
い

薬
剤
は
無
い
の
か
？
処
理
剤
の

開
発
は
さ
れ
て
い
る
の
か
教
え

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ラ
ウ

ス
剤
の
残
留
基
準
値
が
見
直
さ

れ
な
い
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

分
析
に
伴
う
料
金
は
生
産
者
負

担
か
も
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
で
使
用
さ

れ
て
い
る「
い
も
ち
病
」及
び「
イ

ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
」
に
対
す
る

薬
剤
で
、
土
壌
や
後
作
物
へ
残

留
の
心
配
が
な
い
薬
剤
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

影
響
の
有
無
、
期
間
等
の
情
報

整
理
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

安
全
面
に
お
い
て
問
題
な
い
薬

剤
は
な
く
、
引
き
続
き
食
用
作

物
の
後
作
は
避
け
て
頂
く
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。
デ
ラ
ウ
ス

剤
の
残
留
基
準
値
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
基
準
値
見
直
し
に

向
け
前
向
き
に
動
き
出
し
た
と

の
情
報
が
ご
ざ
い
ま
す
。
進
展

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
土
壌
、
生
産
物
の

残
留
分
析
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
人
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
経
済

部
資
材
課
、
又
は
青
果
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ス
タ
ン
ド
給
油
時
に
カ
ー
ド

が
無
い
と
支
所
に
よ
っ
て
は
給

油
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
給

油
で
き
る
よ
う
対
応
頂
き
た
い
。

●
給
油
所
に
お
け
る
売
上
ミ
ス

等
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
給

油
カ
ー
ド
を
ご
持
参
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
深
川
支
所
営
農
課
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き

た
い
。

●
深
川
支
所
は
こ
れ
ま
で
、
地

区
毎
に
担
当
課
長
１
名
と
女
性

担
当
１
名
の
縦
割
り
体
制
で
し

た
が
、
今
後
は
支
所
営
農
課
長

の
下
に
各
担
当
者
を
配
置
し
て
、

深
川
支
所
と
し
て
市
内
組
合
員

の
対
応
を
総
合
的
に
行
っ
て
い

く
体
制
を
徐
々
に
構
築
し
て
い

き
ま
す
。
尚
、
当
面
は
課
内
の

地
区
担
当
責
任
者
を
明
確
に
し

て
、
組
合
員
に
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
取
り
進

め
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

で
道
産
米
を
求
め
る
需
要
に
応

え
き
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
シ
ェ
ア
低
下
に
伴
う
道
産
米

の
価
格
水
準
の
低
下
等
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
米
を
中
心
と
し
た

地
域
農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

お
り
、
実
需
・
消
費
者
か
ら
の

需
要
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
現
段
階
の
水

稲
作
付
意
向
は
「
生
産
の
目
安
」

に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
ま
ず
は
生

産
の
目
安
達
成
に
向
け
た
主
食

用
米
の
生
産
を
推
進
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
そ
の
上
に
加

工
米
や
非
主
食
用
米
の
生
産
及

び
需
給
改
善
に
向
け
た
政
府
備

蓄
米
へ
の
協
力
等
、
需
要
に
応

じ
た
多
様
な
米
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
考
え
で
す
。

●
平
成
29
年
度
米
価
格
の
説
明

に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
独
自
販
売
数
量

の
増
加
に
よ
り
、
結
果
手
取
り

価
格
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と

理
解
し
て
宜
し
い
の
か
教
え
て

頂
き
た
い
。

●
平
成
29
年
産
の
手
取
り
価
格
増

加
は
、
近
年
の
道
産
米
全
体
の
評

価
向
上
に
加
え
、
低
タ
ン
パ
ク
米
出

荷
割
合
の
増
加
や
、Ｊ
Ａ
独
自
販
売

メ
リ
ッ
ト
を
還
元
で
き
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
販
売

先
か
ら
指
定
頂
け
る
産
地
と
し
て

安
定
生
産
・
安
定
供
給
に
努
め
、

生
産
者
手
取
り
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
販
売
推
進
を
図
って
参
り
ま
す
。

販
　売
　部

（16）



●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
『
変
革
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』
に
お
い
て
、

本
所
機
能
を
営
農
セ
ン
タ
ー
に

集
約
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た

い
。
支
所
金
融
店
舗
の
あ
り
方

も
含
め
。

●
本
所
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
早
急
な
整
備

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
本
所
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
営
農
と

金
融
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
を

目
指
す
こ
と
と
し
、
営
農
セ
ン

タ
ー
周
辺
に
集
約
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

各
支
所
の
建
物
も
、
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
ま
た
将
来
に
向

け
て
は
事
業
収
支
も
低
下
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

単
に
集
約
を
図
る
こ
と
で
解
消

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
組
合

員
の
利
便
性
を
極
力
落
と
さ
な

い
よ
う
、
総
合
事
業
と
し
て
維

持
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
検

討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。た
だ
し
、

組
合
員
数
の
減
少
も
想
定
さ
れ

る
中
、
将
来
に
遊
休
施
設
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
協
議
致
し

ま
す
。

●
第
６
次
農
業
振
興
計
画
期
間

（
Ｈ
29
年
〜
Ｈ
30
年
）
の
「
新
規

就
農
者
及
び
担
い
手
確
保
」
の

実
績
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
平
成
29
年
度
の
実
績
と
致
し

ま
し
て
、
経
営
継
承
・
独
立
就

農
１
名
、
雇
用
就
農
10
名
、
農

業
体
験
実
習
３
名
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
実
績
と
致
し
ま
し
て
、
経

営
継
承
・
独
立
就
農
２
名
、
雇

用
就
農
１
名
、
農
業
体
験
実
習

７
名
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
担
い
手
の
育
成
確
保
の
取

り
組
み
と
致
し
ま
し
て
、
新
農

業
人
フ
ェ
ア
、
農
大
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
、
移
住
定
住
フ
ェ
ア

等
積
極
的
参
加
に
よ
り
農
業
に

人
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り

と
受
入
体
制
の
整
備
を
継
続
し

て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
『
変
革
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』に
お
い
て【
日

本一の
米
産
地
】
水
稲
作
付
１
０
，

０
０
０
ha
を
中
心
と
し
た
「
き

た
そ
ら
ち
農
業
の
確
立
」
を
掲

げ
て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
向

け
て
は
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
新

規
・
更
新
の
支
援
策
が
需
要
と

考
え
る
の
で
検
討
頂
き
た
い
。

●
水
張
面
積
の
維
持
を
図
る
た

め
に
は
、
水
稲
ハ
ウ
ス
に
対
す

る
何
ら
か
の
支
援
は
必
要
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
他
、
直
播
栽

培
の
普
及
拡
大
等
も
一
つ
の
手

法
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

全
体
で
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

賦
課
金
基
準
の
見
直
し
等
も
踏

ま
え
、
第
７
次
農
業
振
興
計
画

策
定
を
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
近
年
農
薬
の
管
理
体
制
が「
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
」
で
区
分
さ
れ
て

い
る
事
が
多
い
。Ｊ
Ａ
と
し
て
生

産
履
歴
と
一
体
と
な
っ
た
「
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
」
管
理
の
取
り
進

め
を
考
え
て
い
る
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
は
、
作
用
機

構
分
類
を
示
す
コ
ー
ド
と
し
て
、

薬
剤
抵
抗
性
を
発
達
さ
せ
な
い

よ
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
を

行
う
た
め
に
区
分
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
生
産
履
歴
に
つ
て
は
、
農
薬

の
登
録
や
使
用
回
数
な
ど
決
め

ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い
て
適
切

に
生
産
活
動
（
生
産
工
程
管
理
）

を
行
っ
た
内
容
を
記
帳
し
、
消

費
者
や
取
引
先
に
対
し
て
安
全
・

安
心
を
提
供
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド
と
生
産
履
歴
の
趣
旨
は
異
な

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
適
切

で
効
果
的
な
農
薬
の
使
用
を
進

め
る
観
点
か
ら
、Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
関
係

部
署
と
連
携
し
今
後
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
の
生
産
履
歴

シ
ス
テ
ム
で
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
シ
ス
テ

ム
の
内
容
、
履
歴
の
記
帳
方
法

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、提
出
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
）
等
に
よ
り
難
し
い
内
容

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。

●
令
和
元
年
度
設
置
計
画
の「
Ｒ

Ｔ
Ｋ
基
地
局
」
に
つ
い
て
、
多

数
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で

一
括
回
答
致
し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
に
つ
い
て
は
、

衛
生
を
利
用
し
た
測
位
シ
ス
テ

ム
の
精
度
を
誤
差
数
セ
ン
チ
程

度
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

技
術
で
あ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

自
動
操
舵
等
に
活
用
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
以
前
か
ら
基
地
局
の
設
置
等

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

関
心
の
高
ま
り
や
、
ホ
ク
レ
ン

が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
の
利
用

に
よ
り
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
協
と
し

て
基
地
局
の
設
置
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。

　
基
地
局
の
設
置
位
置
に
つ
い

て
は
、
精
度
の
安
定
を
考
え
た

場
合
半
径
20
㎞
程
度
の
範
囲
が

望
ま
し
い
と
の
こ
と
な
ど
か
ら
、

深
川
、北
竜
、幌
加
内（
２
カ
所
）

の
計
４
カ
所
に
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
使
用
し
て
位
置
情
報
の
補
正

番
号
を
受
け
取
る
こ
と
か
ら
、
利

用
可
能
範
囲
は
携
帯
電
話
の
使

用
が
可
能
な
範
囲
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
末

頃
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
独
自
の「
営

農
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
早
期
構

築
を
お
願
い
し
た
い
。

●
平
成
29
年
度
よ
り
具
体
的
な

導
入
条
件
の
整
備
、
現
状
シ
ス

テ
ム
と
の
関
連
性
等
の
調
査
を

取
り
進
め
て
お
り
、
本
年
度
の

試
験
運
用
を
経
て
令
和
２
年
度

よ
り
現
場
で
の
迅
速
な
営
農
指

導
体
制
を
確
立
で
き
る
本
格
的

運
用
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

●
種
子
法
廃
止
に
伴
っ
た
北
海

道
に
お
け
る
「
条
例
等
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
現
状
把
握
し
て
い

る
範
囲
で
構
わ
な
い
の
で
教
え

て
頂
き
た
い
。

●
平
成
30
年
４
月
に
「
主
要
農

産
物
種
子
法
」
が
廃
止
と
な
り
、

そ
れ
以
降
北
海
道
と
し
て
は「
農

業
・
農
村
振
興
審
議
会
」
の
３

回
の
会
議
を
経
て
「
北
海
道
主

要
農
産
物
等
の
種
子
の
生
産
に

関
す
る
条
例
」
を
平
成
31
年
３

月
６
日
制
定
致
し
ま
し
た
。
　

　
条
例
制
定
の
趣
旨
は
「
北
海

道
は
我
が
国
最
大
の
食
料
供
給

地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
北
海
道
は
国
民
の
食

生
活
を
支
え
る
農
産
物
の
将
来

に
わ
た
っ
て
の
安
定
的
な
供
給

と
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

食
味
や
品
質
、
収
量
な
ど
に
優

れ
た
品
種
の
育
成
、
農
産
物
の

供
給
を
支
え
る
優
良
な
種
子
の

安
定
的
な
生
産
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
現

の
た
め
、稲
・
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
・

小
豆
・
え
ん
ど
う
・
イ
ン
ゲ
ン
・

及
び
そ
ば
と
い
っ
た
農
産
物
の

う
ち
、
普
及
す
べ
き
品
種
を
優

良
品
種
と
し
て
認
定
す
る
制
度

や
安
定
的
な
原
種
及
び
原
原
種

の
生
産
、
当
該
優
良
品
種
の
種

子
が
生
産
さ
れ
る
圃
場
や
生
産

物
の
審
査
、
当
該
優
良
品
種
に

係
る
知
的
財
産
権
の
適
正
な
保

護
を
図
る
こ
と
等
つ
い
て
道
・

品
種
育
成
者
・
種
子
生
産
者
・

関
係
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
に
た
っ
て
、
主
要
農

産
物
等
の
安
定
的
な
供
給
や
品

質
の
確
保
を
実
現
し
、
本
道
の

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
、
本
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
の
農
業
機
械
は

非
常
に
高
額
で
あ
る
。
機
械
導

入
に
伴
う
支
援
等
が
あ
れ
ば
教

え
て
頂
き
た
い
。

●
個
人
へ
の
農
業
機
械
の
支
援

対
策
と
し
て
は
、
平
成
31
年
度

当
初
予
算
「
強
い
農
業
・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金（
地

域
担
い
手
育
成
支
援
タ
イ
プ
）」

が
あ
り
、
現
在
申
請
中
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
補

正
予
算
と
し
て
「
担
い
手
確
保

経
営
強
化
支
援
事
業
」
が
予
算

組
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
８

戸
の
採
択
を
受
け
た
経
過
に
あ

り
ま
す
。
今
後
、
機
械
等
に
関

す
る
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
場

合
は
、
都
度
周
知
を
致
し
ま
す

の
で
、
ポ
イ
ン
ト
等
の
条
件
が

可
能
か
担
当
者
と
相
談
の
上
申

請
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項

に
「
農
業
所
得
の
20
％
増
」
の

目
標
が
あ
っ
た
が
、
当
Ｊ
Ａ
の

「
第
６
次
農
業
振
興
計
画
」
に
お

け
る
数
値
目
標
の
達
成
状
況
を

教
え
て
頂
き
た
い
。

●
第
６
次
農
業
振
興
計
画
（
Ｈ

29
年
〜
Ｈ
31
年
）
に
お
い
て
、

米
穀
に
つ
い
て
は
「
販
売
価
格

10
％
増
」・
農
産
に
つ
い
て
は「
反

収
20
％
増
」・
畜
産
に
つ
い
て
は

「
販
売
額
20
％
増
」・
花
き
に
つ

い
て
は
「
正
品
出
荷
率
10
％
増
」

の
数
値
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
達

成
し
て
い
な
い
事
項
も
あ
り
ま

す
が
、
第
６
次
農
業
振
興
計
画

最
終
年
と
な
る
平
成
31
年
度
、

目
標
達
成
に
向
け
更
な
る
業
務

遂
行
を
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
水
稲
温
湯
消
毒
の
実
績
と
水

稲
温
湯
消
毒
施
設
の
整
備
の
考

え
方
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
温
湯
消
毒
は
、
化
学
農
薬
を

使
用
せ
ず
種
子
を
消
毒
で
き
る

こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
・
低

コ
ス
ト
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
か
ら
近
年
希
望
者
が
急

増
し
、
既
存
の
北
竜
支
所
施
設

で
は
処
理
が
困
難
な
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
農
協
と
し
ま
し
て
も
、
温
湯

消
毒
を
推
進
す
る
方
向
で
あ
り
、

新
規
施
設
の
取
得
な
ど
出
来
る

だ
け
早
期
に
方
向
性
を
お
示
し

す
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
日
本
一
の
米
産
地
を
目
指
す

と
は
、「
量
的
な
も
の
か
」「
質

的
な
も
の
か
」、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
目
指
す
の
か
？

●
当
Ｊ
Ａ
は
、
米
の
生
産
量
全

国
１
位
２
位
を
競
う
米
ど
こ
ろ

北
海
道
に
あ
っ
て
、
北
海
道
米

の
10
％
の
生
産
量
を
担
う
道
内

一
の
米
の
産
地
で
あ
り
、
こ
の

生
産
基
盤
を
ベ
ー
ス
に
、
責
任

産
地
と
し
て
実
需
・
消
費
者
が

求
め
る
安
全
安
心
で
高
品
質
な

お
米
を
安
定
供
給
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
本
一

の
米
産
地
と
は
、
単
に
米
の
生

産
量
一
番
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
は
無
く
、
米
生
産
に
対
す

る
産
地
と
し
て
の
想
い
や
取
り

組
み
姿
勢
も
含
め
、
実
需
・
消

費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る

産
地
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

す
る
も
の
で
す
。

●
２
０
１
９
年
産
米
で
国
は
主

食
米
か
ら
加
工
米
・
備
蓄
米
へ

の
転
換
を
促
す
報
道
が
あ
る
が
、

当
Ｊ
Ａ
の
主
食
米
・
加
工
米
・

備
蓄
米
等
の
生
産
に
対
す
る
考

え
方
は
。

●
２
０
１
９
年
産
米
の
需
給
情

勢
に
つ
い
て
は
、
道
外
主
産
地

を
中
心
に
主
食
用
米
の
生
産
意

欲
が
高
く
需
給
緩
和
の
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
水
省
及

び
全
中
で
は
主
食
用
米
か
ら
非

主
食
用
米
や
加
工
米
、
備
蓄
米

等
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
北
海
道
、
ま

た
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
米
の
需

給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、

加
工
米
や
非
主
食
用
米
を
含
め

た
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推

進
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
方
で
近
年
は
北

海
道
米
の
生
産
量
は
減
少
傾
向

総
合
企
画
室

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
平
成
31
年
３
月
11
日
〜
３
月
19
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

農
業
振
興
部

●
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に

よ
っ
て
、
小
麦
・
大
豆
調
整
貯

蔵
施
設
の
受
入
に
ど
の
様
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
に
つ
い
て

は
生
受
入
と
い
う
事
も
あ
り
、

品
質
低
下
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
最
大
限
収
穫
適
期
に
あ

わ
せ
た
施
設
運
営
を
実
施
予
定

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
と

同
様
の
施
設
運
営
で
は
規
制
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
施
設
休
日
の
設
定
、
職
員
配

置
の
再
考
、
外
部
委
託
の
強
化

等
を
複
合
的
に
勘
案
し
対
応
し

て
参
り
ま
す
。

●
今
年
度
の
主
食
用
米
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
加
工
米

等
へ
取
り
組
み
も
必
要
と
思
う

が
、
業
者
と
の
直
接
取
引
も
視

野
に
入
れ
主
食
米
の
高
値
販
売

を
要
望
す
る
。

●
直
接
販
売
に
つ
い
て
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方

で
系
統
販
売
に
お
け
る
複
数
年

契
約
に
つ
い
て
も
増
加
し
て
お

り
、
安
定
的
な
販
売
先
確
保
に

よ
る
価
格
安
定
に
も
寄
与
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
以
降
も
系
統
・

系
統
外
含
め
生
産
者
手
取
り
の

最
大
化
を
目
指
し
、
販
売
推
進

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
精
米
施
設
が
本
年
度
か
ら
稼

働
す
る
。今
後
の
新
規
市
場
開
拓
、

販
売
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
新
精
米
施
設
稼
働
に
併
せ
、

昨
年
よ
り
道
内
外
の
取
引
先
と

交
渉
を
行
っ
て
お
り
、主
に
ス
ー

パ
ー
等
の
主
食
用
、
外
食
・
中

食
等
の
業
務
用
販
売
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
道
外
販
売
を
含

め
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
流

通
経
費
が
負
担
と
な
る
た
め
、

道
内
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
推

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
に
つ
い
て
、
昨

年
度
よ
り
各
青
果
部
会
単
位
で

取
り
組
ん
で
い
る
経
過
に
あ
る
。

最
終
的
に
第
３
者
認
証
機
関
で

の
認
証
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
）
を
取

得
し
販
売
戦
略
の
一
つ
と
し
て

方
向
性
を
出
す
の
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ

Ｐ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

各
生
産
者
が
改
め
て
作
業
内
容

を
確
認
し
対
策
を
考
え
る
事
で
、

作
業
事
故
や
食
品
事
故
の
リ
ス

ク
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
、Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
指
導
員
の
認
定
を
取
得
し

た
職
員
に
よ
る
巡
回
指
導
を
進

め
、
販
売
戦
略
の
一
つ
と
し
て

認
証
取
得
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
青
果
・
花
き
ハ
ウ
ス
導
入
支

援
対
策
に
つ
い
て
、
既
存
ハ
ウ

ス
更
新
助
成
は
作
付
が
条
件
と

な
り
、
２
棟
程
度
で
あ
れ
ば
秋

に
設
置
し
次
年
度
作
付
が
可
能

で
あ
る
が
、
春
の
設
置
の
場
合
、

当
年
の
作
付
に
間
に
合
わ
な
い
。

１
シ
ー
ズ
ン
の
猶
予
対
策
は
出

来
な
い
か
？
ま
た
、
既
存
更
新

の
助
成
率
は
30
％
以
内
と
な
っ

て
い
る
が
、
50
％
以
内
の
助
成

率
を
要
望
す
る
。

●
既
存
ハ
ウ
ス
更
新
助
成
は
ハ

ウ
ス
設
置
後
、
作
物
の
栽
培
か

ら
収
穫
ま
で
を
基
本
と
し
て
お

り
、
資
材
購
入
後
作
付
け
出
来

な
い
場
合
は
、
次
年
度
の
事
業

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
事
業
内

容
を
ご
理
解
の
上
ご
検
討
願
い

ま
す
。
ま
た
、
助
成
率
に
つ
い

て
は
限
ら
れ
た
予
算
で
振
興
対

策
を
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
雨
竜
育
苗
施
設
で
生
産
さ
れ

る
苗
の
価
格
に
つ
い
て
、
出
来

る
だ
け
値
上
げ
し
な
い
よ
う
に

要
望
す
る
。

●
雨
竜
育
苗
施
設
に
つ
い
て
は
、

園
芸
作
物
の
栽
培
面
積
の
減
少

に
よ
り
受
注
本
数
が
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。
平
成
29
年
に

価
格
改
定
を
致
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
資
材
費
及
び
修
繕
費
、

人
件
費
の
値
上
げ
等
施
設
管
理

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
価

格
の
改
定
を
お
願
い
致
し
ま
し

た
。
今
後
は
コ
ス
ト
削
減
を
徹

底
し
、
少
し
で
も
組
合
員
の
要

望
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

●
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
で
使
用
す

る
農
薬
に
つ
い
て
残
留
が
無
い

薬
剤
は
無
い
の
か
？
処
理
剤
の

開
発
は
さ
れ
て
い
る
の
か
教
え

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ラ
ウ

ス
剤
の
残
留
基
準
値
が
見
直
さ

れ
な
い
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

分
析
に
伴
う
料
金
は
生
産
者
負

担
か
も
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
で
使
用
さ

れ
て
い
る「
い
も
ち
病
」及
び「
イ

ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
」
に
対
す
る

薬
剤
で
、
土
壌
や
後
作
物
へ
残

留
の
心
配
が
な
い
薬
剤
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

影
響
の
有
無
、
期
間
等
の
情
報

整
理
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

安
全
面
に
お
い
て
問
題
な
い
薬

剤
は
な
く
、
引
き
続
き
食
用
作

物
の
後
作
は
避
け
て
頂
く
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。
デ
ラ
ウ
ス

剤
の
残
留
基
準
値
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
基
準
値
見
直
し
に

向
け
前
向
き
に
動
き
出
し
た
と

の
情
報
が
ご
ざ
い
ま
す
。
進
展

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
土
壌
、
生
産
物
の

残
留
分
析
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
人
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
経
済

部
資
材
課
、
又
は
青
果
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ス
タ
ン
ド
給
油
時
に
カ
ー
ド

が
無
い
と
支
所
に
よ
っ
て
は
給

油
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
給

油
で
き
る
よ
う
対
応
頂
き
た
い
。

●
給
油
所
に
お
け
る
売
上
ミ
ス

等
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
給

油
カ
ー
ド
を
ご
持
参
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
深
川
支
所
営
農
課
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き

た
い
。

●
深
川
支
所
は
こ
れ
ま
で
、
地

区
毎
に
担
当
課
長
１
名
と
女
性

担
当
１
名
の
縦
割
り
体
制
で
し

た
が
、
今
後
は
支
所
営
農
課
長

の
下
に
各
担
当
者
を
配
置
し
て
、

深
川
支
所
と
し
て
市
内
組
合
員

の
対
応
を
総
合
的
に
行
っ
て
い

く
体
制
を
徐
々
に
構
築
し
て
い

き
ま
す
。
尚
、
当
面
は
課
内
の

地
区
担
当
責
任
者
を
明
確
に
し

て
、
組
合
員
に
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
取
り
進

め
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

で
道
産
米
を
求
め
る
需
要
に
応

え
き
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
シ
ェ
ア
低
下
に
伴
う
道
産
米

の
価
格
水
準
の
低
下
等
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
米
を
中
心
と
し
た

地
域
農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

お
り
、
実
需
・
消
費
者
か
ら
の

需
要
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
現
段
階
の
水

稲
作
付
意
向
は
「
生
産
の
目
安
」

に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
ま
ず
は
生

産
の
目
安
達
成
に
向
け
た
主
食

用
米
の
生
産
を
推
進
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
そ
の
上
に
加

工
米
や
非
主
食
用
米
の
生
産
及

び
需
給
改
善
に
向
け
た
政
府
備

蓄
米
へ
の
協
力
等
、
需
要
に
応

じ
た
多
様
な
米
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
考
え
で
す
。

●
平
成
29
年
度
米
価
格
の
説
明

に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
独
自
販
売
数
量

の
増
加
に
よ
り
、
結
果
手
取
り

価
格
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と

理
解
し
て
宜
し
い
の
か
教
え
て

頂
き
た
い
。

●
平
成
29
年
産
の
手
取
り
価
格
増

加
は
、
近
年
の
道
産
米
全
体
の
評

価
向
上
に
加
え
、
低
タ
ン
パ
ク
米
出

荷
割
合
の
増
加
や
、Ｊ
Ａ
独
自
販
売

メ
リ
ッ
ト
を
還
元
で
き
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
販
売

先
か
ら
指
定
頂
け
る
産
地
と
し
て

安
定
生
産
・
安
定
供
給
に
努
め
、

生
産
者
手
取
り
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
販
売
推
進
を
図
って
参
り
ま
す
。

販
　売
　部
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●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
『
変
革
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』
に
お
い
て
、

本
所
機
能
を
営
農
セ
ン
タ
ー
に

集
約
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た

い
。
支
所
金
融
店
舗
の
あ
り
方

も
含
め
。

●
本
所
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
早
急
な
整
備

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
本
所
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
営
農
と

金
融
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応
を

目
指
す
こ
と
と
し
、
営
農
セ
ン

タ
ー
周
辺
に
集
約
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

各
支
所
の
建
物
も
、
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
ま
た
将
来
に
向

け
て
は
事
業
収
支
も
低
下
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

単
に
集
約
を
図
る
こ
と
で
解
消

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
組
合

員
の
利
便
性
を
極
力
落
と
さ
な

い
よ
う
、
総
合
事
業
と
し
て
維

持
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
検

討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。た
だ
し
、

組
合
員
数
の
減
少
も
想
定
さ
れ

る
中
、
将
来
に
遊
休
施
設
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
協
議
致
し

ま
す
。

●
第
６
次
農
業
振
興
計
画
期
間

（
Ｈ
29
年
〜
Ｈ
30
年
）
の
「
新
規

就
農
者
及
び
担
い
手
確
保
」
の

実
績
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
平
成
29
年
度
の
実
績
と
致
し

ま
し
て
、
経
営
継
承
・
独
立
就

農
１
名
、
雇
用
就
農
10
名
、
農

業
体
験
実
習
３
名
の
実
績
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
30
年

度
の
実
績
と
致
し
ま
し
て
、
経

営
継
承
・
独
立
就
農
２
名
、
雇

用
就
農
１
名
、
農
業
体
験
実
習

７
名
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
担
い
手
の
育
成
確
保
の
取

り
組
み
と
致
し
ま
し
て
、
新
農

業
人
フ
ェ
ア
、
農
大
キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
、
移
住
定
住
フ
ェ
ア

等
積
極
的
参
加
に
よ
り
農
業
に

人
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り

と
受
入
体
制
の
整
備
を
継
続
し

て
行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
『
変
革
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』に
お
い
て【
日

本一の
米
産
地
】
水
稲
作
付
１
０
，

０
０
０
ha
を
中
心
と
し
た
「
き

た
そ
ら
ち
農
業
の
確
立
」
を
掲

げ
て
い
る
が
、
目
標
達
成
に
向

け
て
は
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
新

規
・
更
新
の
支
援
策
が
需
要
と

考
え
る
の
で
検
討
頂
き
た
い
。

●
水
張
面
積
の
維
持
を
図
る
た

め
に
は
、
水
稲
ハ
ウ
ス
に
対
す

る
何
ら
か
の
支
援
は
必
要
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
他
、
直
播
栽

培
の
普
及
拡
大
等
も
一
つ
の
手

法
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域

全
体
で
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

賦
課
金
基
準
の
見
直
し
等
も
踏

ま
え
、
第
７
次
農
業
振
興
計
画

策
定
を
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
近
年
農
薬
の
管
理
体
制
が「
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
」
で
区
分
さ
れ
て

い
る
事
が
多
い
。Ｊ
Ａ
と
し
て
生

産
履
歴
と
一
体
と
な
っ
た
「
Ｒ

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
」
管
理
の
取
り
進

め
を
考
え
て
い
る
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
は
、
作
用
機

構
分
類
を
示
す
コ
ー
ド
と
し
て
、

薬
剤
抵
抗
性
を
発
達
さ
せ
な
い

よ
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
を

行
う
た
め
に
区
分
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
生
産
履
歴
に
つ
て
は
、
農
薬

の
登
録
や
使
用
回
数
な
ど
決
め

ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い
て
適
切

に
生
産
活
動
（
生
産
工
程
管
理
）

を
行
っ
た
内
容
を
記
帳
し
、
消

費
者
や
取
引
先
に
対
し
て
安
全
・

安
心
を
提
供
す
る
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー

ド
と
生
産
履
歴
の
趣
旨
は
異
な

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
適
切

で
効
果
的
な
農
薬
の
使
用
を
進

め
る
観
点
か
ら
、Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
関
係

部
署
と
連
携
し
今
後
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
の
生
産
履
歴

シ
ス
テ
ム
で
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
シ
ス
テ

ム
の
内
容
、
履
歴
の
記
帳
方
法

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、提
出
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
）
等
に
よ
り
難
し
い
内
容

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。

●
令
和
元
年
度
設
置
計
画
の「
Ｒ

Ｔ
Ｋ
基
地
局
」
に
つ
い
て
、
多

数
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
で

一
括
回
答
致
し
ま
す
。

●
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
に
つ
い
て
は
、

衛
生
を
利
用
し
た
測
位
シ
ス
テ

ム
の
精
度
を
誤
差
数
セ
ン
チ
程

度
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

技
術
で
あ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

自
動
操
舵
等
に
活
用
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
以
前
か
ら
基
地
局
の
設
置
等

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

関
心
の
高
ま
り
や
、
ホ
ク
レ
ン

が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
の
利
用

に
よ
り
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
農
協
と
し

て
基
地
局
の
設
置
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。

　
基
地
局
の
設
置
位
置
に
つ
い

て
は
、
精
度
の
安
定
を
考
え
た

場
合
半
径
20
㎞
程
度
の
範
囲
が

望
ま
し
い
と
の
こ
と
な
ど
か
ら
、

深
川
、北
竜
、幌
加
内（
２
カ
所
）

の
計
４
カ
所
に
設
置
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
使
用
し
て
位
置
情
報
の
補
正

番
号
を
受
け
取
る
こ
と
か
ら
、
利

用
可
能
範
囲
は
携
帯
電
話
の
使

用
が
可
能
な
範
囲
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
末

頃
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

●
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
独
自
の「
営

農
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
早
期
構

築
を
お
願
い
し
た
い
。

●
平
成
29
年
度
よ
り
具
体
的
な

導
入
条
件
の
整
備
、
現
状
シ
ス

テ
ム
と
の
関
連
性
等
の
調
査
を

取
り
進
め
て
お
り
、
本
年
度
の

試
験
運
用
を
経
て
令
和
２
年
度

よ
り
現
場
で
の
迅
速
な
営
農
指

導
体
制
を
確
立
で
き
る
本
格
的

運
用
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

●
種
子
法
廃
止
に
伴
っ
た
北
海

道
に
お
け
る
「
条
例
等
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
現
状
把
握
し
て
い

る
範
囲
で
構
わ
な
い
の
で
教
え

て
頂
き
た
い
。

●
平
成
30
年
４
月
に
「
主
要
農

産
物
種
子
法
」
が
廃
止
と
な
り
、

そ
れ
以
降
北
海
道
と
し
て
は「
農

業
・
農
村
振
興
審
議
会
」
の
３

回
の
会
議
を
経
て
「
北
海
道
主

要
農
産
物
等
の
種
子
の
生
産
に

関
す
る
条
例
」
を
平
成
31
年
３

月
６
日
制
定
致
し
ま
し
た
。
　

　
条
例
制
定
の
趣
旨
は
「
北
海

道
は
我
が
国
最
大
の
食
料
供
給

地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
北
海
道
は
国
民
の
食

生
活
を
支
え
る
農
産
物
の
将
来

に
わ
た
っ
て
の
安
定
的
な
供
給

と
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

食
味
や
品
質
、
収
量
な
ど
に
優

れ
た
品
種
の
育
成
、
農
産
物
の

供
給
を
支
え
る
優
良
な
種
子
の

安
定
的
な
生
産
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
現

の
た
め
、稲
・
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
・

小
豆
・
え
ん
ど
う
・
イ
ン
ゲ
ン
・

及
び
そ
ば
と
い
っ
た
農
産
物
の

う
ち
、
普
及
す
べ
き
品
種
を
優

良
品
種
と
し
て
認
定
す
る
制
度

や
安
定
的
な
原
種
及
び
原
原
種

の
生
産
、
当
該
優
良
品
種
の
種

子
が
生
産
さ
れ
る
圃
場
や
生
産

物
の
審
査
、
当
該
優
良
品
種
に

係
る
知
的
財
産
権
の
適
正
な
保

護
を
図
る
こ
と
等
つ
い
て
道
・

品
種
育
成
者
・
種
子
生
産
者
・

関
係
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
に
た
っ
て
、
主
要
農

産
物
等
の
安
定
的
な
供
給
や
品

質
の
確
保
を
実
現
し
、
本
道
の

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
、
本
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
の
農
業
機
械
は

非
常
に
高
額
で
あ
る
。
機
械
導

入
に
伴
う
支
援
等
が
あ
れ
ば
教

え
て
頂
き
た
い
。

●
個
人
へ
の
農
業
機
械
の
支
援

対
策
と
し
て
は
、
平
成
31
年
度

当
初
予
算
「
強
い
農
業
・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金（
地

域
担
い
手
育
成
支
援
タ
イ
プ
）」

が
あ
り
、
現
在
申
請
中
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
補

正
予
算
と
し
て
「
担
い
手
確
保

経
営
強
化
支
援
事
業
」
が
予
算

組
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
８

戸
の
採
択
を
受
け
た
経
過
に
あ

り
ま
す
。
今
後
、
機
械
等
に
関

す
る
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
場

合
は
、
都
度
周
知
を
致
し
ま
す

の
で
、
ポ
イ
ン
ト
等
の
条
件
が

可
能
か
担
当
者
と
相
談
の
上
申

請
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項

に
「
農
業
所
得
の
20
％
増
」
の

目
標
が
あ
っ
た
が
、
当
Ｊ
Ａ
の

「
第
６
次
農
業
振
興
計
画
」
に
お

け
る
数
値
目
標
の
達
成
状
況
を

教
え
て
頂
き
た
い
。

●
第
６
次
農
業
振
興
計
画
（
Ｈ

29
年
〜
Ｈ
31
年
）
に
お
い
て
、

米
穀
に
つ
い
て
は
「
販
売
価
格

10
％
増
」・
農
産
に
つ
い
て
は「
反

収
20
％
増
」・
畜
産
に
つ
い
て
は

「
販
売
額
20
％
増
」・
花
き
に
つ

い
て
は
「
正
品
出
荷
率
10
％
増
」

の
数
値
目
標
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
達

成
し
て
い
な
い
事
項
も
あ
り
ま

す
が
、
第
６
次
農
業
振
興
計
画

最
終
年
と
な
る
平
成
31
年
度
、

目
標
達
成
に
向
け
更
な
る
業
務

遂
行
を
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
水
稲
温
湯
消
毒
の
実
績
と
水

稲
温
湯
消
毒
施
設
の
整
備
の
考

え
方
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
温
湯
消
毒
は
、
化
学
農
薬
を

使
用
せ
ず
種
子
を
消
毒
で
き
る

こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
・
低

コ
ス
ト
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
か
ら
近
年
希
望
者
が
急

増
し
、
既
存
の
北
竜
支
所
施
設

で
は
処
理
が
困
難
な
状
況
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
農
協
と
し
ま
し
て
も
、
温
湯

消
毒
を
推
進
す
る
方
向
で
あ
り
、

新
規
施
設
の
取
得
な
ど
出
来
る

だ
け
早
期
に
方
向
性
を
お
示
し

す
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
日
本
一
の
米
産
地
を
目
指
す

と
は
、「
量
的
な
も
の
か
」「
質

的
な
も
の
か
」、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
目
指
す
の
か
？

●
当
Ｊ
Ａ
は
、
米
の
生
産
量
全

国
１
位
２
位
を
競
う
米
ど
こ
ろ

北
海
道
に
あ
っ
て
、
北
海
道
米

の
10
％
の
生
産
量
を
担
う
道
内

一
の
米
の
産
地
で
あ
り
、
こ
の

生
産
基
盤
を
ベ
ー
ス
に
、
責
任

産
地
と
し
て
実
需
・
消
費
者
が

求
め
る
安
全
安
心
で
高
品
質
な

お
米
を
安
定
供
給
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
本
一

の
米
産
地
と
は
、
単
に
米
の
生

産
量
一
番
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
は
無
く
、
米
生
産
に
対
す

る
産
地
と
し
て
の
想
い
や
取
り

組
み
姿
勢
も
含
め
、
実
需
・
消

費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る

産
地
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

す
る
も
の
で
す
。

●
２
０
１
９
年
産
米
で
国
は
主

食
米
か
ら
加
工
米
・
備
蓄
米
へ

の
転
換
を
促
す
報
道
が
あ
る
が
、

当
Ｊ
Ａ
の
主
食
米
・
加
工
米
・

備
蓄
米
等
の
生
産
に
対
す
る
考

え
方
は
。

●
２
０
１
９
年
産
米
の
需
給
情

勢
に
つ
い
て
は
、
道
外
主
産
地

を
中
心
に
主
食
用
米
の
生
産
意

欲
が
高
く
需
給
緩
和
の
可
能
性

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
水
省
及

び
全
中
で
は
主
食
用
米
か
ら
非

主
食
用
米
や
加
工
米
、
備
蓄
米

等
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
北
海
道
、
ま

た
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
米
の
需

給
と
価
格
の
安
定
を
図
る
た
め
、

加
工
米
や
非
主
食
用
米
を
含
め

た
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推

進
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
方
で
近
年
は
北

海
道
米
の
生
産
量
は
減
少
傾
向

●
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に

よ
っ
て
、
小
麦
・
大
豆
調
整
貯

蔵
施
設
の
受
入
に
ど
の
様
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
小
麦
・
大
豆
施
設
に
つ
い
て

は
生
受
入
と
い
う
事
も
あ
り
、

品
質
低
下
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
最
大
限
収
穫
適
期
に
あ

わ
せ
た
施
設
運
営
を
実
施
予
定

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
と

同
様
の
施
設
運
営
で
は
規
制
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
施
設
休
日
の
設
定
、
職
員
配

置
の
再
考
、
外
部
委
託
の
強
化

等
を
複
合
的
に
勘
案
し
対
応
し

て
参
り
ま
す
。

●
今
年
度
の
主
食
用
米
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
加
工
米

等
へ
取
り
組
み
も
必
要
と
思
う

が
、
業
者
と
の
直
接
取
引
も
視

野
に
入
れ
主
食
米
の
高
値
販
売

を
要
望
す
る
。

●
直
接
販
売
に
つ
い
て
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方

で
系
統
販
売
に
お
け
る
複
数
年

契
約
に
つ
い
て
も
増
加
し
て
お

り
、
安
定
的
な
販
売
先
確
保
に

よ
る
価
格
安
定
に
も
寄
与
し
て

お
り
ま
す
。
本
年
以
降
も
系
統
・

系
統
外
含
め
生
産
者
手
取
り
の

最
大
化
を
目
指
し
、
販
売
推
進

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
精
米
施
設
が
本
年
度
か
ら
稼

働
す
る
。今
後
の
新
規
市
場
開
拓
、

販
売
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
新
精
米
施
設
稼
働
に
併
せ
、

昨
年
よ
り
道
内
外
の
取
引
先
と

交
渉
を
行
っ
て
お
り
、主
に
ス
ー

パ
ー
等
の
主
食
用
、
外
食
・
中

食
等
の
業
務
用
販
売
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
道
外
販
売
を
含

め
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
流

通
経
費
が
負
担
と
な
る
た
め
、

道
内
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た
推

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
に
つ
い
て
、
昨

年
度
よ
り
各
青
果
部
会
単
位
で

取
り
組
ん
で
い
る
経
過
に
あ
る
。

最
終
的
に
第
３
者
認
証
機
関
で

の
認
証
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
）
を
取

得
し
販
売
戦
略
の
一
つ
と
し
て

方
向
性
を
出
す
の
か
教
え
て
頂

き
た
い
。

●
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ

Ｐ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

各
生
産
者
が
改
め
て
作
業
内
容

を
確
認
し
対
策
を
考
え
る
事
で
、

作
業
事
故
や
食
品
事
故
の
リ
ス

ク
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
、Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
指
導
員
の
認
定
を
取
得
し

た
職
員
に
よ
る
巡
回
指
導
を
進

め
、
販
売
戦
略
の
一
つ
と
し
て

認
証
取
得
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
青
果
・
花
き
ハ
ウ
ス
導
入
支

援
対
策
に
つ
い
て
、
既
存
ハ
ウ

ス
更
新
助
成
は
作
付
が
条
件
と

な
り
、
２
棟
程
度
で
あ
れ
ば
秋

に
設
置
し
次
年
度
作
付
が
可
能

で
あ
る
が
、
春
の
設
置
の
場
合
、

当
年
の
作
付
に
間
に
合
わ
な
い
。

１
シ
ー
ズ
ン
の
猶
予
対
策
は
出

来
な
い
か
？
ま
た
、
既
存
更
新

の
助
成
率
は
30
％
以
内
と
な
っ

て
い
る
が
、
50
％
以
内
の
助
成

率
を
要
望
す
る
。

●
既
存
ハ
ウ
ス
更
新
助
成
は
ハ

ウ
ス
設
置
後
、
作
物
の
栽
培
か

ら
収
穫
ま
で
を
基
本
と
し
て
お

り
、
資
材
購
入
後
作
付
け
出
来

な
い
場
合
は
、
次
年
度
の
事
業

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
事
業
内

容
を
ご
理
解
の
上
ご
検
討
願
い

ま
す
。
ま
た
、
助
成
率
に
つ
い

て
は
限
ら
れ
た
予
算
で
振
興
対

策
を
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
雨
竜
育
苗
施
設
で
生
産
さ
れ

る
苗
の
価
格
に
つ
い
て
、
出
来

る
だ
け
値
上
げ
し
な
い
よ
う
に

要
望
す
る
。

●
雨
竜
育
苗
施
設
に
つ
い
て
は
、

園
芸
作
物
の
栽
培
面
積
の
減
少

に
よ
り
受
注
本
数
が
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。
平
成
29
年
に

価
格
改
定
を
致
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
資
材
費
及
び
修
繕
費
、

人
件
費
の
値
上
げ
等
施
設
管
理

費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
価

格
の
改
定
を
お
願
い
致
し
ま
し

た
。
今
後
は
コ
ス
ト
削
減
を
徹

底
し
、
少
し
で
も
組
合
員
の
要

望
に
応
え
て
参
り
ま
す
。

●
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
で
使
用
す

る
農
薬
に
つ
い
て
残
留
が
無
い

薬
剤
は
無
い
の
か
？
処
理
剤
の

開
発
は
さ
れ
て
い
る
の
か
教
え

て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
デ
ラ
ウ

ス
剤
の
残
留
基
準
値
が
見
直
さ

れ
な
い
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

分
析
に
伴
う
料
金
は
生
産
者
負

担
か
も
教
え
て
頂
き
た
い
。

●
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
で
使
用
さ

れ
て
い
る「
い
も
ち
病
」及
び「
イ

ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
」
に
対
す
る

薬
剤
で
、
土
壌
や
後
作
物
へ
残

留
の
心
配
が
な
い
薬
剤
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

影
響
の
有
無
、
期
間
等
の
情
報

整
理
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

安
全
面
に
お
い
て
問
題
な
い
薬

剤
は
な
く
、
引
き
続
き
食
用
作

物
の
後
作
は
避
け
て
頂
く
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。
デ
ラ
ウ
ス

剤
の
残
留
基
準
値
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
基
準
値
見
直
し
に

向
け
前
向
き
に
動
き
出
し
た
と

の
情
報
が
ご
ざ
い
ま
す
。
進
展

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
土
壌
、
生
産
物
の

残
留
分
析
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
人
負
担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、
経
済

部
資
材
課
、
又
は
青
果
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ス
タ
ン
ド
給
油
時
に
カ
ー
ド

が
無
い
と
支
所
に
よ
っ
て
は
給

油
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
給

油
で
き
る
よ
う
対
応
頂
き
た
い
。

●
給
油
所
に
お
け
る
売
上
ミ
ス

等
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
給

油
カ
ー
ド
を
ご
持
参
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
深
川
支
所
営
農
課
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き

た
い
。

●
深
川
支
所
は
こ
れ
ま
で
、
地

区
毎
に
担
当
課
長
１
名
と
女
性

担
当
１
名
の
縦
割
り
体
制
で
し

た
が
、
今
後
は
支
所
営
農
課
長

の
下
に
各
担
当
者
を
配
置
し
て
、

深
川
支
所
と
し
て
市
内
組
合
員

の
対
応
を
総
合
的
に
行
っ
て
い

く
体
制
を
徐
々
に
構
築
し
て
い

き
ま
す
。
尚
、
当
面
は
課
内
の

地
区
担
当
責
任
者
を
明
確
に
し

て
、
組
合
員
に
混
乱
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
取
り
進

め
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

で
道
産
米
を
求
め
る
需
要
に
応

え
き
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
マ
ー
ケ
ッ

ト
シ
ェ
ア
低
下
に
伴
う
道
産
米

の
価
格
水
準
の
低
下
等
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
米
を
中
心
と
し
た

地
域
農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

お
り
、
実
需
・
消
費
者
か
ら
の

需
要
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
現
段
階
の
水

稲
作
付
意
向
は
「
生
産
の
目
安
」

に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
ま
ず
は
生

産
の
目
安
達
成
に
向
け
た
主
食

用
米
の
生
産
を
推
進
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
そ
の
上
に
加

工
米
や
非
主
食
用
米
の
生
産
及

び
需
給
改
善
に
向
け
た
政
府
備

蓄
米
へ
の
協
力
等
、
需
要
に
応

じ
た
多
様
な
米
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
考
え
で
す
。

●
平
成
29
年
度
米
価
格
の
説
明

に
お
い
て
、Ｊ
Ａ
独
自
販
売
数
量

の
増
加
に
よ
り
、
結
果
手
取
り

価
格
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と

理
解
し
て
宜
し
い
の
か
教
え
て

頂
き
た
い
。

●
平
成
29
年
産
の
手
取
り
価
格
増

加
は
、
近
年
の
道
産
米
全
体
の
評

価
向
上
に
加
え
、
低
タ
ン
パ
ク
米
出

荷
割
合
の
増
加
や
、Ｊ
Ａ
独
自
販
売

メ
リ
ッ
ト
を
還
元
で
き
た
こ
と
が
要

因
と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
販
売

先
か
ら
指
定
頂
け
る
産
地
と
し
て

安
定
生
産
・
安
定
供
給
に
努
め
、

生
産
者
手
取
り
増
加
に
つ
な
が
る
よ

う
販
売
推
進
を
図
って
参
り
ま
す
。

経
　済
　部

青
　果
　部

深 

川 

支 

所
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11,200円
11,200円
0円
-

８月6日（火）
８月7日（水）
８月8日（木）

ＪＡきたそらち　営農センター
ＪＡきたそらち　北竜支所
ＪＡきたそらち　雨竜支所

深川市メム１０号線山３線
北竜町字和３６番地の３
雨竜町字満寿３０番地の１９３

深川市
雨竜町
北竜町

15,552円
17,809円
15,444円

11,200円
11,200円
０円
-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

616円

11,200円
2,038円
2,038円

-

●各市町からの助成を受けるためには、検診結果が各市町に提供されることに同意する事が必要です。
●上記以外に前立腺がん検診やB型・Ｃ型肝炎検査などのオプション検診が用意されております。
●平成31年4月1日以降発行の「特定健康診査受診券」を、すでに掛かりつけの病院等で使用された方につきましては市町の助成金はありません。
●巡回ドック受診の際には「健康保険証」と「特定健康診査受診券」を忘れずにご持参下さい。

☆お申し込み方法や日程などの詳細につきましては、各支所の人間ドック担当者へお問い合わせ願います。

　巡回ドック健診項目

■市・町・ＪＡの助成後の
　検診料金

基本的な項目

国保市・町

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

11,200円
2,884円
0円
0円
-

11,200円
2,884円
０円
0円
-

29歳以下
30歳～ 34歳
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-
-
0円

11,200円
2,884円
2,038円
2,038円

-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

15,552円
17,183円
15,444円

後期高齢者医療

16,200円
16,200円
16,200円

34歳以下
社保（本人） 社保（家族）

18,522円
18,522円
18,522円

35歳以上
16,200円
16,200円
16,200円

39歳以下
15,552円
17,183円
15,444円

40歳以上

特定健診、がん検診
※以下項目は、一定の基準により医師が必要と認めた場合に実施します。

　心電図、眼底検査、貧血検査、血清クレアチニン検査

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。
　心電図1,404円、眼底検査626円、貧血検査227円、血清クレアチニン検査108円

※以下項目を、一定の基準により医師が必要と認め検診を実施した場合は別途料金がかかります。ただし、国保で40歳～74歳の方
　は市の助成があります。心電図1,404円、眼底検査626円、貧血検査227円、血清クレアチニン検査108円

※JA助成金（5,000円）対象は、正組合員及び同居している家族・農業に従事している家族です。
　准組合員の方は対象外です。
※社会保険の方の金額は、協会けんぽへ申込後の金額です。

※国保で39歳以下の方は16,200円となります。

※加入保険により検診料金が変わります。

11,200円
11,200円
4,828円

-

11,200円
11,200円
4,828円

-

34歳以下
35歳～ 39歳
40歳～ 74歳
75歳以上

-
-
-

10,444円

11,200円
2,038円
2,038円

-

国保 後期高齢者医療 社保（本人） 社保（家族）

あなたの健康は家族の幸せの第一歩！！
年１回のドック受診をおすすめいたします。
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腰
痛
の
考
え
方

み
き
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　院
長

三
木
田
　
　
　光

　
腰
痛
は
原
因
の
明
ら
か
な
腰
痛
と
原
因
の
明
ら
か
で
な
い
腰
痛
（
非

特
異
的
腰
痛
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
原
因
の
明
ら
か
な
腰
痛
と
し
て
腫

瘍
（
原
発
性
、
転
移
性
脊
椎
腫
瘍
）、
感
染
（
化
膿
性
脊
椎
炎
、
脊
椎

カ
リ
エ
ス
）、
外
傷
（
椎
体
骨
折
）
の
３
つ
が
あ
り
鑑
別
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
他
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
、
脊

椎
す
べ
り
症
な
ど
腰
痛
と
同
時
に
下
肢
痛
や
下
肢
し
び
れ
な
ど
の
神
経

症
状
を
伴
う
の
が
特
徴
で
す
。

　
非
特
異
的
腰
痛
は
前
述
し
た
明
ら
か
な
原
因
の
な
い
腰
痛
の
総
称
と

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
原
因
の
明
ら
か
で
な
い
非
特
異
的
腰
痛
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　
職
業
別
に
見
た
有
訴
率
は
保
安
職
41
・
７
％
、
看
護
職
66
・
34
％
、

事
務
職
41
・
６
％
、
管
理
職
40
・
３
％
、
運
転
職
73
・
５
％
と
事
務
職

に
比
べ
運
転
職
の
腰
痛
の
頻
度
が
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
と
し
て
は
、
運
動
不
足
は
腰
痛
の
リ
ス
ク
因
子
と
な
り
ま
す
が
、

体
幹
筋
力
そ
の
も
の
よ
り
運
動
の
継
続
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

腰
痛
発
症
後
は
、
安
静
臥
床
よ
り
も
活
動
性
を
維
持
す
る
こ
と
は
腰
痛

再
発
を
予
防
す
る
た
め
に
有
用
で
す
。

　
腰
痛
の
薬
物
治
療
は
鎮
痛
剤
の
み
の
時
代
に
比
べ
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ

ェ
ン
、
オ
ピ
オ
イ
ド
、
抗
う
つ
薬
な
ど
多
く
の
薬
が
使
用
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
腰
痛
の
物
理
療
法
と
し
て
腰
痛
の
場
合
急
性
期
で
あ
っ
て
も

腰
部
を
温
め
る
こ
と
が
疼
痛
緩
和
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
牽

引
療
法
は
下
肢
痛
を
伴
わ
な
い
腰
痛
に
は
推
奨
で
き
ま
せ
ん
が
、
坐
骨

神
経
痛
を
伴
う
患
者
に
は
選
択
肢
に
な
り
ま
す
。
腰
痛
の
コ
ル
セ
ッ
ト

は
軟
性
コ
ル
セ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
、
既
製
品
や
採
寸
し
て
作
成
す
る
ダ

ー
メ
ン
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
疼
痛
、
機
能
回
復
、
腰
痛
予
防
に
有
効
で
あ
る
と
す
る
論
文
が
多
数

あ
り
ま
す
。
腰
痛
の
運
動
療
法
に
は
大
き
く
分
け
て
８
種
類
①
通
常
の

活
動
性
維
持
②
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）

③
ア
ク
ア
（
プ
ー
ル
内
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）④
直
接
的
腰
痛
体
操

（
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
法
な
ど
）⑤
柔
軟
性
訓
練
（
ヨ
ガ
な
ど
）⑥
固
有
受
容

促
通
・
協
調
運
動（
不
安
定
板
や
ポ
ー
ル
運
動
な
ど
）⑦
安
定
化
運
動（
腹

筋
や
体
幹
筋
を
標
的
と
し
た
低
負
荷
運
動
）⑧
筋
力
強
化
（
重
量
挙
げ

な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
慢
性
腰
痛
に
対
す
る
運
動
療
法
の
効
果
を
否
定

す
る
論
文
は
な
く
、
強
く
推
奨
さ
れ
る
治
療
法
で
す
。
現
時
点
で
最
適

な
運
動
の
種
類
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
腰
痛
患
者
さ
ん
に

あ
っ
た
運
動
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

クールビズの取り組みを開始しました
　地球温暖化抑止のため温室効果ガスを削減するべく、JAグループとしてもクー

ルビズの取組みを例年一体的に実施しております。

　当JAにおいても5月27日(月)より開始し、全部署で「ノーネクタイ」「ノー上着」

にて業務にあたっております。皆様のご理解とご協力をお願い致します。

クールビズの取り組みを開始しました
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え

し
ま
す
。

　
各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
食
や
農
業
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
20
年

度
か
ら
、
食
農
教
育
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
材
本
を

製
作
し
、Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
道
内
の
小
学
校
へ
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
全
道
１
，
０
５
９
校
の
小
学

校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
に
贈
呈
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
会
か
ら
は
、
北
海

道
教
育
委
員
会
へ
教
材
本
の
贈

呈
を
行
い
、
教
材
活
用
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
で
は
北
海
道
内

の
料
理
人
ら
を
主
な
対
象
に

し
た
北
海
道
ナ
チ
ュラ
ル
チ
ー
ズ
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
道
内
チ
ー
ズ
工
房
の
生
産
者
に

よ
る
講
演
や
ナ
チ
ュラ
ル
チ
ー
ズ
の
特
長
を
生
か
し
た
料
理

の
実
食
、
盛
り
付
け
の
専
門
家
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョン
な
ど
を
紹
介
し
、道
産
チ
ー
ズ
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
北
海
道
産
チ
ー
ズ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
や
、
そ

れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
が
解
説
さ
れ
、

試
食
会
で
は
道
内
工
房
の
チ
ー

ズ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
レ

シ
ピ
５
品
が
紹
介
さ
れ
、
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
の
豊
か
な
風
味
が
Ｐ

Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
４
月
12
日
、

札
幌
駅
・
地
下
歩
行
空
間
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｊ
Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
で
食
と
農
・Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン

プ
）」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

４
０
０
名
を
超
え
る
方
々
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
頂
き
ま
し
た
。

　「
Ｊ
Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
は
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｊ
Ｐ
０
１
」

に
掲
載
さ
れ
た
企
業
・
団
体
が
中
心
と
な
り
出
展
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
、
道
内
か
ら
４
Ｊ
Ａ・
１
連
合
会
も
出
展
し

ま
し
た
。

　「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
配
信
開
始
か
ら
２
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
総
数

は
２
０
，
１
３
８
（
４
月
12
日
時
点
）

と
な
り
、
２
万
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
突
破
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業

の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　
年
３
回
発
行
し
て
お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報

を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご一読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　
Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援
隊
」

が
ママ
リ
口
コ
ミ
大
賞
２
０
１
９
春 

学
資
保

険
部
門 

第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
ママ
リ
口
コ
ミ
大
賞
」と
は
、ママ
向
け
ア
プ
リ「
ママ
リ
」

が
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に〝
本
当
に
買
って
よ
か
っ
た
〞と
思
う

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
つい
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
口
コ

ミ
件
数
と
満
足
度
を
基
準
に
支
持
が
多
か
っ
た
上
位
商

品
を
紹
介
す
る
取
組
み
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
ご
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

北海道教育委員会
教育長（写真右）へ贈呈
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

五月俳句五月俳句五月俳句

4月号の正解は
「オハナミ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　佐藤　睦子　様
深 川 市　　生澤　典子　様
深 川 市　　金森テル子　様 【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号

　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

応募方法

【タテのカギ】
2

3
4

5

6

8

10

11

12

14

15
16
17

木や石、動物の角などに名前を
彫ったもの、はんこ
水田に稲の苗を植えること
2本の竹や木の棒に足場を付けた
子どもの遊具
約束を守るしるしに、互いに指を
絡み合わせること
ザラメを溶かし綿状にしたお菓子、
縁日で人気
自動車の現在位置や目的地への
経路案内を行う電子機器
獣から作物を守るため木や竹を
組んで作る囲い、フェンス
金属製の容器、スチール製やアル
ミ製が一般的
でんぷんと作用して青紫色になる
物質、元素記号はI 
ユーラシア大陸に属する巨大な
連邦国家、首都はモスクワ
酸っぱい味
英語やオランダ語で気体のこと
げっ歯類の小型動物、歯が鋭く
尾が太くて丸い

1

4

5

6

7

9
10
11
13

15

16

18

19

日本のテレビアニメ「アルプスの少
女○○○」
東南アジアに位置する君主制国家、
首都はバンコク
日没の頃、西の地平線に近い空が
赤く見える現象
若葉の頃・田植えの頃の冷え冷え
とした気候
昆虫のさなぎが成虫になり羽がは
えること
牛・豚などの舌の肉
英語で夏のこと
火が燃えるときに出す熱の力
夏の果物、北斗○○○、暑寒○○○、
ひまわり○○○
金属が空気や水にふれて、その表
面にできる酸化物 
自動車や船、航空機などのエンジ
ンを動かすための燃料油
砂漠の中で、水がわいて木が茂っ
ている場所
住むところ、動物などが住んでい
るところ

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ハガキ・ＦＡＸで①クイ
ズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を記
入の上ご応募下さい。
締切6月30日消印有効で当選者とクイズの答えは8月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
囀
り
が
笛
と
な
る
朝
早
く
起
き
　
　
　
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
親
す
ず
め
納
屋
の
節
穴
子
育
て
中
　
　
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
来
客
の
春
の
靴
音
軽
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
鳥
群
れ
て
過
行
く
里
の
長
閑
な
り
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
春
め
く
や
古
希
過
ぎ
学
ぶ
英
会
話
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
鳥
の
声
喧
し
北
の
春
田
か
な
　
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
古
希
迎
え
少
し
派
手
か
な
春
セ
ー
タ
ー
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
凛
凛
し
さ
は
御
衣
木
に
な
る
木
夏
木
立
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
大
声
は
恋
の
蛙
の
負
け
惜
し
み
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
家
訓
な
く
育
て
し
子
等
や
つ
く
づ
く
し
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
山
白
く
炎
の
落
暉
夏
近
し
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
生
命
の
輝
く
地
球
若
緑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
夕
立
や
い
つ
し
か
忘
れ
上
手
な
り
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

　
副
菜
に
一
品
加
え
朱
夏
来
る
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
隆
文

　
昭
和
か
ら
令
和
へ
三
音
五
月
か
な
　
　
　
　
　
高
田
　
紀
子

●
土
筆
俳
句
会

　
球
児
等
の
青
刈
り
軽
し
更
衣
　
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
白
鳥
の
帰
心
地
を
蹴
り
翼
煽
る
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
焦
げ
る
臭
い
し
厂
帰
る
　
　
　
坂
本
　
朱
実

　
日
を
も
ら
い
雪
解
雫
の
乱
拍
子
　
　
　
　
　
　
引
地
紀
代
子

　
赤
帽
子
か
ぶ
る
地
蔵
や
春
祭
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
令
和
な
る
新
た
な
御
代
や
聖
五
月
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
下
萌
え
や
若
き
が
祈
る
里
地
蔵
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

1 2 3 3 4

5

6 8 7 8

9 13 11 10

16 11 12 13

13 14 19 17 15

18 16 17

18 19

D

C

A

B

A B C D

（22）



１．関係団体等諸会議について

議案第１号　組合長、専務、常務の選任について
議案第２号　代表理事の選任について
議案第３号　会長の選任について
議案第４号　地区代表理事の選任について
議案第５号　委員会委員の構成について
議案第６号　理事の順位の決定について
議案第７号　理事報酬額及び支給方法の決定について
議案第８号　退任役員に対する役員退職慰労金の支給

について

議案第９号　常勤理事の事務引継に係る立会人の指
名について

議案第10号　総代選挙各管理者、立会人等の決定に
ついて

議案第11号　行政庁への業務報告書の提出について
議案第12号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第13号　ＪＡきたそらち 農産物検査運営協議会

規程の一部改正について

第４回理事会 〈平成31年４月９日開催〉

提 

出 

議 

案

組合員の動き
（平成31年４月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,392
85

5,944
330
1,008

当月末
17
0
21
0
8

脱退
7
0
27
1
1

加入
1,402
85

5,988
329
1,015

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○平成31年４月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

71,685kWh 発電電力

○累計（H30.12～H31.４）

183,935kWh
15,404kWh

8,842kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

53,594kWh

6,722kWh

報
告
事
項

１．関係団体等諸会議について
２．組合員の加入脱退について
３．財務報告及び事業実績について
４．職員の人事について
５． JAバンク基本方針に基づくJA財務モニタリング

の報告について
６．役員の事務引継について
７．「組合員意向調査」の集計結果及び取り扱いについて
８．令和元年度 組合員との密着力強化対策について
９．第7次中期計画の策定とスケジュールについて
10．貸出実行報告について
11．令和元年度 共済一斉推進日程について
12．営農懇談会･総代協議会における意見集約について
13．令和元年｢北育ち元気塾｣の受講生について

14．令和元年｢農地耕作条件改善事業｣に係る整備計
画について

15．令和元年産米の水稲作付意向に係る推移について
16．令和元年｢担い手ＰＴ｣｢法人ＰＴ｣の活動計画について
17．令和元年農業労働力確保に向けた取り組みについて
18．JAきたそらち青年部における元気村夢の農村塾

協力依頼の対応について
19．酪農学園大学・北海道大学との田植え時におけ

る労働力の連携について
20．米在庫状況とホクレン米出荷業者別取扱数量に

ついて
21．畜産販売実績について
22．青果・花き販売実績について
23．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資持分譲渡について
議案第２号　固定資産の取得について
議案第３号　役員と組合との取引基準について
議案第４号　貸出金の貸付決定について
議案第５号　理事に対する貸出承認について

議案第６号　クミカン貸越極度額の変更について

第５回理事会 〈令和元年５月９日開催〉

提
出
議
案

１．令和元年産米の取扱について
２．令和元年産 特定米穀出荷契約及び予約前渡

金について
３．令和元年産 「玄そば」の取扱について
４．令和元年産 農産物予約前渡金及び概算金に

ついて

協
議
事
項

報 

告 

事 

項
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金融共済部 貯金課からのお知らせ
（24）


